


当
初
予
算

一般会計の概要説明
　令和２年度の壬生町一般会計予算は、14,640,000千円で、過去最大であった前年
度の予算規模をも8.7％上回る大幅な増額となりました。
　主な増額の要因は、新庁舎建設事業、老人保健福祉施設整備事業、清掃センター基
幹的設備改良事業、おもちゃ博物館改修等工事、六美町北部土地区画整理支援事業及
び小学校施設改修等工事等のハード整備のほか、会計年度任用職員制度の開始、障害
者自立支援給付事業や障害児通所給付事業の増加によるものであります。
　新庁舎建設事業、清掃センター基幹的設備改良工事、六美町北部土地区画整理支援
事業の３大事業を積極的に推進するほか、老朽化した施設を将来にわたって長く使い
続けるため、とおりまち保育園などの長寿命化工事の実施や公園施設・学校施設の長
寿命化計画を策定します。また、子育て支援への積極的な取組を推進するため、放課
後児童クラブの新規建設によるハード面での支援に加え、保護者の負担を軽減するた
め、運営を指定管理者制度にて委託するなどソフト面での支援を充実させます。
　歳入では、町歳入の根幹である町税において、みぶ羽生田産業団地の進出企業の影
響もあり、町税全体では微増となる見込みでおります。また、法人事業税交付金の新
設や地方消費税交付金の増加に加え、地方交付税の交付額も増額が見込まれ、財源の
確保は進んでいくとみられます。
　しかしながら、大幅に増加する財政需要に対応することが困難な状況が続いており
ます。臨時財政対策債について、他の町債の借入状況及び公債費の償還状況を考慮し
て、前年と同額の３億円にて借入をし、不足する財源については、財政調整基金等の
取崩しで対応しております。

14,640,000千円14,640,000千円

令和２年度壬生町一般会計当初予算令和２年度壬生町一般会計当初予算

～ 「みぶ」の再生と飛躍のための積極的な投資 ～

いー　城 （庁舎） づくりの 夜明け　の年
・　　・・ 　　　　　　　 ・

予算
規模

　壬生町長の小菅一弥です。
令和２年度当初予算を発表
させていただきます。令和
２年度当初予算は、「住み続
けたい。住んでよかった。」、
そして「住んでみたい。」と
思える壬生町の実現を目指
した内容となっております。
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表紙写真：しののめ公園の満開に咲く桜並

木です。（写真は昨年のものです）

睦っ子児童クラブ（放課後児童クラブ）の様子



下水道事業会計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

16億2,091万8千円

14億4,181万7千円

―

―

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

10億1,841万5千円

15億7,878万7千円

―

―

予　　算　　額 対前年度比

歳出合計
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15
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22

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

自動車取得税交付金

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

5,845,246

143,385

5,000

18,000

15,000

40,000

800,000

25,000

16,000

35,100

1,070,000

4,000

70,444

234,626

1,831,900

1,363,516

37,918

50,003

608,945

300,000

231,517

1,894,400

0

14,640,000

39.9 
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0.0 
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0.1 
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5.5 

0.2 

0.1 

0.2 

7.3 

0.0 

0.5 

1.6 

12.5 

9.3 

0.3 

0.3 

4.2 

2.0 

1.6 

13.0 

0.0 

100.0

101.1

102.4

62.5

90.0

150.0

皆増

113.6

92.6

皆増

78.6

108.1

100.0

35.9

80.3

118.7

124.7

73.3

83.3

60.2

100.0

103.2

203.4

皆減

108.7

63,273

3,384

△ 3,000

△ 2,000

5,000

40,000

96,000

△ 2,000

16,000

△ 9,567

80,000

0

△ 125,690

△ 57,471

289,235

269,789

△ 13,825

△ 10,000

△ 402,578

0

7,191

963,000

△ 36,741

1,170,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款

一般会計 款別集計表一般会計 款別集計表一般会計 款別集計表

対前年度
比（％）

対前年度
増減

（単位：千円）（単位：千円） 歳　出歳　入

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

133,660

2,378,071

5,345,849

999,861

162

262,089

454,879

2,068,336

674,900

1,434,947

3,005

854,238
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30,000

14,640,000

0.9

16.3

36.5

6.8

0.0

1.8

3.1

14.1

4.6

9.8

0.0

5.9

0.0

0.2

100.0

100.0

149.7

102.0

105.5

103.2

44.5

86.6

127.2

104.2

109.9

50,083.3

101.0

100.0

150.0

108.7

△4

790,037

105,254

51,953

5

△327,040

△70,141

442,335

27,002

129,004

2,999

8,596

0

10,000

1,170,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款 対前年

度比（％）
対前年度

増減

予　　算　　額

【企業会計】【特別会計】

水道事業会計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

6億7,802万2千円

5億4,951万4千円

98.6%

110.6%

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

1億9,606万7千円

6億6,146万7千円

79.1%

78.8%

予　　算　　額 対前年度比対前年度比

42億2,206万8千円

―

335万1千円

31億859万1千円

―

5億2,004万8千円

96.8%

―

88.2%

103.3%

―

112.8%

＊資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分
　消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金取り崩
　し額及び当年度分損益勘定留保資金等で補てんいたします。

※公共下水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計は令和２年４月
　１日より地方公営企業法適用となり、下水道事業会計へ移行いたします。

歳入合計

【その他 1.6％】
寄附金�
法人事業税交付金�
財産収入�
地方特例交付金�
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金�
環境性能割交付金�
株式等譲渡所得割交付金�
利子割交付金�
交通安全対策特別交付金

146億4千万円 146億4千万円

合　　　　　計合　　　　　計

会　　計　　名

歳 入 歳 出
町税

39.9％

国庫支出金　 12.5％

町債　13.0％

【その他 0. 2％】

予備費�

災害復旧費�

労働費�

諸支出金

地方譲与税     1.0％
分担金及び負担金 0.5％

諸収入　　　 1.6％
使用料及び手数料 1.6％

繰入金　　　 4.2％

地方消費税交付金　5.5％

繰越金　　　 2.0％

地方交付税　7.3％

県支出金　 9.3％

民生費
33.9％

民生費
36.5％

総務費　16.3％土木費　14.1％

教育費　　9.8％

農林水産業費    1.8％

公債費　  5.9％

消防費　 　 4.6％

商工費　　　 3.1％

議会費　 　 0.9％

衛生費  　6.8％

歳 入 歳 出歳 入 歳 出
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みんなでつくる　住み続けたいまち基本姿勢

みんなが安全で安心して暮らせるまち基本姿勢

●第６次総合振興計画後期基本計画等策定事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１，７７０千円

　・令和３年度から後期基本計画がスタートするにあたり、令和

　　元年度に実施したアンケート結果を基に、住民ニーズの多様

　　化を踏まえた計画策定を行う。また、国土強靭化地域計画も

　　基本計画と並行して策定する。

●いきいきふれあい応援事業の継続実施（自治会活動支援）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８，６９０千円

　・住民が主役の地域づくりを行う自治会活動支援を継続実施。

●新庁舎建設事業【拡大】　　　　　　１，０５２，９３２千円

　・災害時にも継続した行政サービスを提供するため、防災機能

　　を強化した新庁舎の建設を目指す。基本設計及び詳細設計が

　　完了し、新庁舎建設工事に着手する。

　・継続費　令和元～３年度　事業費３，８２７，９４９千円

●新庁舎建設関連事業【新規】　　　　　　　７３，４１０千円

　・新庁舎への移転に伴い、必要な事業を先行して実施する。

　・新庁舎第２駐車場整備事業　　　　　　６１，３４３千円

　・文書管理適合化事業　　　　　　　　　　５，４４５千円

　・ネットワーク構築事業　　　　　　　　　２，８２２千円

　・周辺道路整備事業　　　　　　　　　　　３，８００千円

●本庁舎跡地利活用検討事業【拡大】　　　　　　　７５８千円

　・外部検討委員会に加え、実務的な検討を行うワーキンググル

　　ープを組織し、庁舎跡地再整備及び中心市街地活性化を図る

　　ための基本構想を策定する。

●壬生町ＰＲ動画作成【新規】　　　　　　　　　　４５５千円

　・令和元年に実施した中学生模擬議会から提案があり、実施す

　　る事業。町内に在住または通学している中高生からの参加者

　　を募り、専門家による撮影指導や講習会を受けて動画を作成

　　する。自らアイデアを出し、スマートフォン等で撮影・編集

　　することで、町に対する理解・愛着の深化を図る。

●各種施設の長寿命化事業【拡大】　　　　　８１，０７７千円

　・公園長寿命化計画策定事業　　　　　　１２，２８０千円

　・公立学校施設長寿命化計画策定事業　　２１，９７８千円

　・とおりまち保育園改修等工事　　　　　１８，１３９千円

　・中央公民館改修等工事　　　　　　　　２４，２８０千円

　・図書館改修等工事　　　　　　　　　　　４，４００千円

●消防操法技術向上事業【新規】　　　　　　　９，０００千円

　・栃木県消防操法大会への出場を支援することで、町消防団員

　　の消防技術や意識の向上を図る　

●災害対策事業　　　　　　　　　　　　　　　４，５０３千円

　・自主防災組織補助金　　　　　　　　　　３，２５０千円

　・職員用救命胴衣購入《新規》　　　　　　　　１５４千円

●特殊詐欺対策電話機等購入費補助事業【新規】　　１５０千円

　・特殊詐欺対策電話機等の購入費の一部を補助することで、高

　　齢者の特殊詐欺被害の未然防止を図る。

●建築物耐震改修促進事業【拡大】　　　　　１３，２８０千円

　・ブロック塀等撤去費補助金《新規》　　　　　５００千円

　・避難施設周辺、用途地域内、通学路の範囲について、危険な

　　ブロック塀の撤去費用を補助し、町民の安全を図る。

みんなで支え合い　健康で元気に暮らせるまち基本姿勢

●介護サポート２４サービス事業　　　　　　２，２００千円

　在宅で介護をおこなっている家族や介護者の負担軽減を図るた

　め、高齢者の短期間の宿泊及び食事の提供を実施する。

●老人保健福祉施設整備事業　　　　　　　２１７，０４９千円

　・第７期高齢者保健福祉計画に基づき、認知症高齢者グループ

　　ホーム１施設（９床）、小規模多機能型居宅介護拠点施設１施

　　設（９床）、地域密着型特別養護老人ホーム１施設（２９床）の

　　整備を進める。

●子どものための教育・保育給付事業【拡大】１，２１２，１２８千円

　・町在住児童を保育・教育する町内外の保育園及び認定こども

　　園等への委託費及び負担金。民間１園が保育園から幼保連携

　　型認定こども園に変更。

●放課後児童健全育成事業【拡大】　　　　１０９，６９９千円

　・ベリーキッズクラブ（壬生小）、睦っ子児童クラブ（睦小）及び

　　ひいらぎ児童クラブ（安塚小）を指定管理者制度による運営に

　　変更し、保護者の負担を軽減することで、子育て環境のさら

　　なる充実を図る。また、ひいらぎ第２児童クラブを新設・運

　　営し、学童保育の需要に対応する。

●放課後児童クラブ施設整備事業　　　　　　８９，０９７千円

　・どんぐり児童クラブ（壬生東小）及び北っ子児童クラブ（壬生

　　北小）を学校敷地内に新たに建設し、増加する保育需要に対

　　応する。

●子育て支援センターつばめ管理運営事業　　　３，７１０千円

　・子育て支援センターつばめにおいて、子育て支援センターと

　　しての役割たけでなく、｢一時預かり保育｣、｢ファミリーサ

　　ポートセンター｣の機能を集約し、子育て支援の推進を図る。

●こども医療費助成事業　　　　　　　　　１５７，０５７千円

　・窓口払いを必要としない現物給付を中学３年生まで実施し、

　　子育て環境の充実のため保護者の負担軽減を図る。

●母子予防接種事業　　　　　　　　　　　　７９，６６２千円

　・ロタウィルス予防接種《拡大》　　　　　５，７６２千円

●母子健診事業　　　　　　　　　　　　　　２９，４９８千円

　・弱視の早期発見のため、従来の３歳児健診の視力検査方法を

　　見直し、客観的に短時間で検査ができる専用の機器を活用し

　　た検査に変更する。

●婚活推進事業【新規】　　　　　　　　　　　　　１００千円

　・少子化や人口減少といった問題に歯止めをかけ、活力ある地

　　域づくりを進めるため、男女の出会いの場所を提供する事業

　　を実施する団体に対して補助金を交付する。

●健康教育相談事業　　　　　　　　　　　　　　　５５６千円

　・モデルとなる自治会を選定し、獨協医科大学との共同事業で、

　　健康教室や健康事業を実施する。

令和２年度　主要な施策の概要

１

２

３

１

２

３

１

２

３
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みんなが自然に囲まれ　心豊かに暮らせるまち基本姿勢

みんなで学び・楽しみ　心が触れ合うまち基本姿勢

●森林環境譲与税基金費【新規】　　　　　　　３，３８６千円

　・森林吸収源対策（人材育成、担い手の確保、木材の利用促進・

　　普及啓発等）への財源として設置された基金へ、森林環境譲

　　与税を全額積み立てる。

●清掃センター基幹的設備改良事業【拡大】　６０，６５９千円

　・町内で発生する廃棄物を効果的、衛生的に遅延なく処理する

　　ため、施設の機能が低下している基幹的設備を改良し、施設

　　の延命化と廃棄物の安定的な処理を図る。

　・継続費　令和２～４年度　事業費２，６５８，０００千円

●清掃センター改修等工事　　　　　　　　　７０，１１４千円

　・ペットボトル減容機改修工事　　　　　１９，９９８千円

　・各種ポンプ修繕工事　　　　　　　　　１８，９７５千円

　・１・２系誘引送風機モーター修繕工事　１３，１０１千円

●外国語指導助手配置事業　　　　　　　　　２４，１６７千円

　・外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しみ、言語や文化につ

　　いて、体験を通して理解を深める機会を充実させるため、Ａ

　　ＬＴの派遣（７名体制）を継続実施する。

●小学校・中学校施設改修等工事　　　　　１８８，２２５千円

　・藤井小学校、壬生東小学校、壬生北小学校、安塚小学校、南

　　犬飼中学校のトイレ洋式化等を実施する。令和２年度にて全

　　小中学校のトイレ洋式化が完了となる。

●小学校教師用教科書・指導書等購入事業　　２１，９８１千円

　・学習指導要領改訂に伴い、令和２年度より新しく使用される

　　教科書の教師用教科書・指導書等を購入する。

　・デジタル教科書購入《新規》　　　　　　１，３４０千円

●全国藩校サミット事業　　　　　　　　　　　９，５００千円

　・かつて“論語の街”ひいては“学問の府”であった壬生町に

　　おいて第１８回全国藩校サミット壬生大会を開催する。

　　【令和２年１１月２１日（土）・２２日（日）開催予定】

●スポーツクライミング普及促進事業　　　　　２，９８４千円

　・２０２０年東京オリンピックでの追加競技として決定され、

　　２０２２年栃木国体において壬生町が競技会場地として内定

　　したスポーツクライミングを普及促進するため、入門教室や

　　クライミング競技会などを実施する。

●地域スポーツ活動推進事業　　　　　　　　　４，６２５千円

　・スポーツクライミングを核としたスポーツによる町民交流の

　　活性化、健康づくりや体力向上、地域活性化、壬力発信等の

　　地域協力活動を推進する。

●栃木国体開催準備事業【拡大】　　　　　　１４，２７７千円

　・令和４年の国体開催に備え、壬生町で実施されるスポーツク

　　ライミング競技及び銃剣道競技施設の会場設営の準備、組織

　　された国体実行委員会による国体視察・調査・ＰＲ活動等を

　　支援する。

みんなが集まる　にぎわいのあるまち基本姿勢

●農業委員報酬【拡大】　　　　　　　　　　　４，５９８千円

●農地利用最適化推進委員報酬【拡大】　　　　４，１６０千円

　・新たに成果実績に応じた報酬を支給することで、委員の活動

　　を活性化させ、担い手への農地の集積・集約化や遊休農地の

　　発生防止・解消を促進する。

●下稲葉地区圃場整備推進事業　　　　　　　６４，５１３千円

　・農地整備事業（経営体育成型）負担金　６０，０００千円

　・下稲葉地区圃場整備事業事務費補助金　　４，３２４千円

●産業振興奨励事業　　　　　　　　　　　１５０，４４０千円

　・みぶ羽生田産業団地進出企業への用地取得奨励金等

●国際化推進事業【新規】　　　　　　　　　　４，０４５千円

　・地域おこし協力隊による協力のもと、外国人労働者に寄り添

　　い、企業や地域住民をつなぐ事業を展開する。

●国際観光推進事業【新規】　　　　　　　　　２，０００千円

　・令和２～３年度の二ヵ年をインバウンド対策強化年間と位置

　　づけし、外国人向けの情報発信を強化し、本町の観光振興を

　　図る。

●ブランド推進事業　　　　　　　　　　　　　２，１００千円

　・藩校サミットの開催にあわせ、みぶブランド逸品づくりから

　　誕生した｢壬生お殿様料理｣のＰＲ活動を強化する。

●おもちゃ博物館改修等工事　　　　　　　　７２，４０２千円

　・空調設備第二期改修工事設計業務　　　　４，２２４千円

　・空調設備第一期改修工事　　　　　　　６７，１００千円

　・防火シャッター改修工事　　　　　　　　１，０７８千円

みんなが快適で　便利に暮らせるまち基本姿勢

５

６

７

４

５

６

７

４

５

６

７

４
●１市２町連携プロジェクト　　　　　　　　１３，２３７千円

　・広域バス実証運行事業負担金《拡大》　１３，２２７千円

●地域公共交通網形成計画策定事業【新規】　　８，１３３千円

　・今後の壬生町における公共交通のあり方を検討し、効果的、

　　効率的な公共交通ネットワークの構築に向けて、公共交通の

　　基本指針となる「地域公共交通網形成計画」を策定する。

●幹線道路の整備推進　　　　　　　　　　２０４，６５７千円

　・幹線道路の整備により安全で円滑な交通の確保を図る。

●町道修繕事業　　　　　　　　　　　　　１１０，１９８千円

　・公共施設等適正管理推進事業債(道路長寿命化事業)を活用し

　　た老朽化対策（舗装の修繕）を推進するため、第２期舗装長

　　寿命化修繕計画を策定する。

●六美町北部土地区画整理支援事業　　　　４８２，８３３千円

　・都市計画道路整備費負担金　　　　　３２４，０００千円

　・六美町北部土地区画整理組合補助金　１４９，４２４千円

●国谷駅前広場整備【拡大】　　　　　　　　１１，６９３千円

　・都市計画変更図書作成業務《新規》　　　１，７７９千円

　・実施設計業務《新規》　　　　　　　　　９，８８７千円

●バリアフリー化整備事業【新規】　　　　　　６，２７４千円

　・おもちゃのまち駅の東西の連絡を強化し、誰もが安心安全か

　　つ円滑に移動することが出来るよう、バリアフリー化を推進

　　するため、バリアフリー基本構想を策定する。

5
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月14日（金）獨協医科大学創立30周年記念館関湊記

念ホールにて、「令和元年度みぶまち・獨協健康

大学活動報告会」を開催いたしました。

　獨協医科大学公衆衛生学講座の教授及び准教授から、町

との共同研究の中間発表が行われ、健康寿命延伸の鍵につ

いて講話をいただきました。

　また、健康大学修了生の代表者３名が、教授及び准教授

と「私の考える健康法」をテーマにパネルディスカッショ

ンを行い、それぞれが実践している健康法や健康長寿のた

めには何が大切か等、大変有意義なお話を聞くことができ

ました。

　最後には、小菅一弥学長・吉田謙一郎副学長よりそれぞ

れ講評をいただき、パネルディスカッションで話題に挙が

った、他の市町より一倍でも二倍でもなく「三倍健康！」

を目指した健康のまちづくりの実現に向けて決意を新たに

し、閉幕となりました。

みぶまち・獨協健康大学活動報告会

2

特
別
敬
老
金

　壬生町では、10年以上本町に暮らし、100歳を迎えられた方に、特別敬

老金を贈り長寿を祝っております。平成4年から実施している事業です。

石
嶋
登
代
子
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
２
月

13
日（
木
）に
迎
え
ら
れ
た
た
め
、
町
長
が
入
所

先
を
訪
問
し
て
敬
老
金
を
手
渡
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

　

石
嶋
さ
ん
は
と
て
も
お
元
気
で
町
長
の
訪
問
当
日
は

朝
か
ら
緊
張
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
入
所
者
の
皆
さ

ん
か
ら
拍
手
を
う
け
、
嬉
し
そ
う
な
ご
様
子
で
し
た
。

若
い
頃
は
洋
裁
を
し
て
い
た
そ
う
で
、
今
も
耳
も
聞
こ

え
話
も
し
っ
か
り
し
た
口
調
で
好
物
は
お
は
ぎ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

石
嶋
登
代
子
さ
ん
100
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
し  

じ
ま　

と　

よ　

こ

よし  だ  けんいちろう

月10日（月）に壬生町役場正庁で５ヶ所のお達者

サロンに認定証が交付され、それぞれの健康づ

くりへの取り組みを発表していただきました。また今

まで認定された団体も参加し、健康づくりの成果や新

しく取り入れたことなどを発表しました。

　その後は健康イベントとして、無色無臭の液体を飲み、

塩味、甘味、苦味、酸味、旨味をあてる「味覚チェック」を

行いました。頭を悩ませながら味わっていただき、味覚

についての説明も聞き入っていました。

　「健康づくり宣言」を認定された団体は昨年認定され

た団体と合わせて、計19団体になりました。町では健康

づくりに力を入れている企業、団体を募集しております。

２

今年度認定された団体一覧

「みぶまち健康づくり宣言認定証」が新しく５団体に交付されました

認定証を交付された５団体のみなさん

コップに入った水を飲み、味を当てます

・睦地区お達者サロン

・安塚お達者サロン

・至宝北お達者サロン

・東下台いきいきサロン

・サロンあじさい



○C 柊あおい

7

生町にある福祉事業所間の職員の連携を深め、資質向上や仲間づくりをしていくことを目指す【ときめ

きネットワーク】では、２月20日（木）に、現在作成中の『福祉SOSゲームみぶ版』を体験しました。「福

祉SOSゲーム」とは、町にある福祉関連機関を示した地図に、様々な相談事例のカードを、適した相談窓口

を考えながら置いていくゲームです。

　この日は総勢72名が、体験した感想や完成版に向けた改善点などの意見を出し合いました。今まで以上

に活発な交流が行われ、有意義な時間となりました。

壬
ときめきネットワーク福祉SOSゲーム試作版体験

◎問合せ　健康福祉課介護保険係　☎(81)1876

　

山
文
雄
氏
が
栃
木
県

苗
畑
品
評
会
で

「
栃
木
県
知
事
賞
」を
受
賞

お    

ざ
き   

あ
き  

ひ
さ

た
か 

や
ま 

ふ
み  

お

１
回
栃
木
県
農
業
大
賞
の
「
芽
吹
き
力
賞
」

に
お
い
て
、
尾
崎
晶
久
さ
ん
が
特
別
賞（
栃
木

県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

尾
崎
さ
ん
は
平
成
24
年
に
新
規
就
農
し
、
い
ち
ご

の
栽
培
技
術
を
確
実
に
向
上
さ
せ
、
安
定
し
た
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
壬
生
町
苺
出
荷
組
合（
梁
島
源
智
組
合
長
）

に
所
属
し
、
平
成
30
年
度
に
は
「
第
15
回
Ｊ
Ａ
し
も

つ
け
イ
チ
ゴ
立
毛
共
進
会
」
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
次
代
を
担
う
農
業
者
と
し
て
今
後
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

尾
崎
晶
久
さ
ん
が
栃
木
県

農
業
大
賞「
芽
吹
き
力
賞
」

で
特
別
賞
を
受
賞

第
和
元
年
度
栃
木
県
苗
畑
品
評
会
（
ま
き
付
床

の
部
）
で
栃
木
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　

山
文
雄
氏
は
、
根
や
枝
張
り
の
良
い
優
良
な

ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
苗
畑
は
、

幼
苗
の
段
階
か
ら
苗
の
長
さ
や
重
さ
が
均
一
と
な

る
よ
う
最
適
な
密
度
で
生
産
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

優
良
苗
畑
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

令

や
な
し
ま
も
と
の
り
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２

見守り活動から一人の
不幸も見逃さない地域を

月19日（水）城址公園ホールにて、壬生町産業交

流活性化事業実行委員会主催による「令和元年

度ビジネスセミナー・交流会」が開催され、町内の農

商工業事業者等の方々約100名が、参加しました。

　セミナーでは、テレビで活躍する女優で作家の中江

有里氏を迎え、トークショーの形式で、企業における

「学び直し」の大切さをお話しいただきました。

　また、交流会では企業による鉄道模型の展示や空き

店舗を活用し新たに事業を始めた方等によるPRコー

ナーが設置され、参加者の興味を引いていました。

　昼食では、みぶブランドで推進する「壬生お殿様弁

当」や１月に認定となった「いちご大福」が提供され、

町内事業者の魅力に触れられる機会となり、交流によ

る今後の地域産業の発展が期待されます。

２

ビジネスセミナー・
交流会が開催されました

月１日（土）城址公園ホール中ホールにおいて、地域の

高齢者を見守るチーム員と民生委員と自治会長を対象

に「壬生町高齢者見守りネットワーク連絡協議会研修会」を

開催し約140名の方が参加しました。

　社会福祉法人美のりの里理事長の山田　先生より「一人の

不幸も見逃さない地域づくりのために～改めて「見守り活動」

と「地域支援」を考える～」と題

してご講演をいただき、地域での

活動の重要性を再確認しました。

参加者の方は、真剣な表情で時に

うなづきながら山田先生の話に耳

を傾けていました。

　情報交換や地域交流、地域互助

の確立に役立つよう、今後も研修

会や連絡会議を開催する予定です。

　また、全自治会に見守りチーム

を組織していただきたく、未組織

の自治会へは説明にお伺いします

のでご連絡ください。

◎問合せ　健康福祉課高齢福祉係

　　　　　☎（81）1830

※壬生町高齢者見守りネットワーク事業は、平成24年度に六美地区をモデ

ルとして開始し、現在55自治会に見守りチームが組織され、各自治会にお

いて、民生委員を中心にチーム員がさりげない見守り活動を行っています。

手製の「アクリルタワシ」を寄附　壬生町消費者友の会
月18日（火）、壬生町消費者友の会（松本

英子会長）から手製「アクリルタワシ」

300個の寄附がありました。消費者友の会では、

洗剤を使わないアクリルタワシの使用をすす

め、環境と人にやさしいエコを目指していま

す。

　アクリルタワシは、役場こども未来課、稲

葉・南犬飼出張所にて妊娠届出をされた方に

お渡ししています。

２
まつもと

ひで  こ

やま  だ のぼる

なか え

ゆ　り



月
９
日（
日
）、
城
址
公
園
ホ
ー
ル

（
壬
生
中
央
公
民
館
）中
ホ
ー
ル
で
、

書
家
の
金
澤
泰
子
さ
ん
、
金
澤
翔
子
さ
ん

を
講
師
に
お
招
き
し
て
男
女
共
同
参
画
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
3
5
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

「
ダ
ウ
ン
症
の
娘
と
共
に
生
き
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
金
澤
泰
子
さ
ん
か
ら
ダ
ウ
ン
症

の
娘
で
あ
る
翔
子
さ
ん
と
の
日
々
で
感
じ

た
こ
と
や
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
の
題
字
を
担
当
し
た

こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
る
翔
子
さ
ん
に
は
席

上
揮
毫
（
書
道
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
を

し
て
い
た
だ
き
、
「
飛
翔
」
の
二
文
字
を

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

壬
生
町
男
女
共
同
参
画
講
演
会

「
ダ
ウ
ン
症
の
娘
と
共
に
生
き
て
」を
開
催
し
ま
し
た

第31回みぶっ子カルタとり
大会が開催されました

へ
の
関
心
、
食
を
支
え
る
農
業
の
役
割
を
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、
J
A
し
も
つ
け
か
ら
地
元
特
産
品
で
あ

る
い
ち
ご
「
と
ち
お
と
め
」
が
町
立
小
中
学
校
の
学
校
給
食

へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
14
日（
金
）に
は
、
下
野
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
神
永
信
男
氏
か
ら
小
菅
一
弥
町
長
へ
い
ち
ご
を
贈
呈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
19
日（
水
）に
は
、
い
ち
ご
生
産
者
の
田
中
洋
子
様
、

大
橋
冨
士
江
様
、
黒
子
礼
子
様
の
３
名
と
、
J
A
し
も
つ
け

の
大
島
強
史
様
が
睦
小
学
校
の
３
年
生
と
２
年
生
の
ク
ラ
ス

で
会
食
を
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
か
ら
、
い
ち
ご
の
お
い

し
い
食
べ
方
を
教
わ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
と
お
り
食

べ
て
み
て
、
「
本
当
だ
、
お
い
し
い
！
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
生
産
者
の
方
に
い
ち
ご

の
作
り
方
や
い
ち
ご
農
家
さ
ん
の
一
日
な
ど
、
様
々
な
質
問

を
し
、
学
び
の
多
い
会
食
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
へ
地
元
の
い
ち
ご
を
贈
呈

高学年の部入賞者

低学年の部入賞者

中学年の部入賞者

月
２
日（
日
）に
小
学
生
を
対
象
に
し
た
第
31

回
み
ぶ
っ
子
カ
ル
タ
と
り
大
会
（
主
催:

壬

生
町
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
・
壬
生
町
教
育

委
員
会
）
が
、
城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬
生
中
央
公
民

館
）中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
部
24
名
、
中
学
年
の
部
28
名
、
高
学
年

の
部
17
名
の
合
計
69
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
運

営
に
あ
た
り
、
25
名
の
中
学
生
が
壬
生
町
子
ど
も
会

育
成
会
連
絡
協
議
会
の
理
事
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
会
場
準
備
、
受
付
、
読
み
手
、
審
判
・

記
録
、
集
計
な
ど
の
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
が
集
中
し
て
カ
ル
タ
を
見
つ
め
る
姿
や
、

子
ど
も
と
一
緒
に
一
喜
一
憂
す
る
保
護
者
の
姿
が
見

ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
低
学
年
の
部
で
は
壬
生
小
学
校
２
年
生
の

佐
藤
優
羽
さ
ん
、
中
学
年
の
部
で
は
壬
生
小
学
校
３

年
生
の　

井
陽
大
さ
ん
、
高
学
年
の
部
で
は
壬
生
小

学
校
５
年
生
の
蒲
原
詩
織
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

か
み
な
が
の
ぶ 

お

た 

な
か
よ
う 

こ

お
お
し
ま
つ
よ 

し

9

○C 柊あおい

か
な
ざ
わ
や
す 

こ 
 
 
 
 
 
 

か
な
ざ
わ
し
ょ
う
こ

お
お
は
し

ふ 

じ 

え 
 
 
 
 

く
ろ 

こ 

れ
い 

こ

さ 

と
う 

ゆ 

うに
れ 

い 

は
る 

たか
も
は
ら 

し 

お
り

２

２

食
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◎壬生町内で働きませんか。
　人材を募集しております。未経験者OK
広報を見たとお気軽に連絡ください。☎0285（23）9806　担当　荒川

《お任せください》
皆様の暮らしを守ります

TEL:028ー612ー2878

毎日相談会実施中！定休日（水曜日）は除く

〒321－0158　宇都宮市西川田本町1丁目6－3
ホーデリーホーム 検索ホーデリーホーム　栃木

まちづくり住民会議から
壬生町を『住み続けたいまち』に
するための提案を行いました

【住民会議提案書より抜粋】
■SNSを活用した災害やイベント情報の発信

■健康長寿のまちづくりを推進する

■地域行事や自治会に入りやすい地域の繋がりづくり

■災害に強いまちづくり（主に河川、防災無線に課題）

■町民の憩いの場をつくる（空き家、庁舎跡地の活用）

■外国人が住みやすいまちづくり

※提案書は、町公式ウェブサイトでご覧になれます。

総合政策課企画調整係　☎（81）1812

小菅町長と櫻井副町長へ提案しました

グループごとに話し合いです

意見をまとめて、発表です

色々な意見が出ました

　

み
ぶ　

ま
ち
づ
く
り　

住
民
会
議
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
壬
生
町
第
６
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」

策
定
に
向
け
て
、
町
民
の
視
点
か
ら
壬
生
町
を
「
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
に
す
る
た
め
に
「
町
の
良
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ
」「
分

野
別
の
課
題
及
び
解
決
方
法
」
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
結
果
を
報

告
書
に
ま
と
め
て
２
月
25
日（
火
）に
町
長
へ
提
案
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
住
民
13
名
が
参
加
し
て
、
昨
年
11
月
か
ら
毎
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
計
３
回
開
催
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
に
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
地
域
の
結
び
つ
き
」「
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
」「
子
ど
も
の
教
育
環
境
」「
町
民
の
憩
い
の

場
」等
に
つ
い
て
、
多
く
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
ま
す
ま
す
進

み
、
町
発
展
の
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。
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１
月
11
・
12
・
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
の
複
数
の
大
会
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

知
花
愛
さ
ん
（
宇
大
附
属
中
）
は
１
月
11
・
12
日
の
栃
木
県

中
学
総
体
は
２
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
種
目
で

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
栃
木
県
ユ
ー
ス
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
で
は
、
知
花
征
希
さ
ん
（
睦
小
）
知
花

真
望
さ
ん
（
睦
小
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
３
人
が
出
場
し
た
26
日

の
第
90
回
栃
木
県
ユ
ー
ス
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
で
も
、
各
ク
ラ
ス
に
て
優
勝
し
ま
し
た
。
知
花
さ
ん
た
ち

は
那
須
塩
原
の
チ
ー
ム
に
属
し
て
い
ま
す
が
、
栃
木
県
内
で
の

雪
上
で
の
練
習
は
限
ら
れ
る
た
め
、
普
段
は
陸
上
競
技
の
練
習

で
鍛
錬
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
12
日
（
水
）
、
壬
生
町
役
場
正
庁
に
て
、
い
ち
ご
一
会
と

ち
ぎ
国
体
壬
生
町
実
行
委
員
会
第
１
回
常
任
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
実
行
委
員
会
会
長
で
あ
る
小
菅
一
弥
町

長
が
議
長
と
な
り
、
令
和
元
年
10
月
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
た

第
74
回
国
民
体
育
大
会
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」
視
察
等

の
報
告
、
令
和
４
年
の
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
開
催
に

向
け
た
専
門
委
員
会
規
程
や
開
催
推
進
総
合
計
画
等
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○第72回県中学校総体
　１月11日、12日
　福島県グランデコスノーリゾート特設コース 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
各
大
会
で
優
勝
！

左から知花征希さん　真望さん　愛さん

知花征希さん 知花愛さん

・女子クラシカル３キロ
　知花愛（宇大附属中）19分９秒　優勝 
・女子フリー３キロ
　知花愛（宇大附属中）19分30秒　優勝

○栃木県ユースクロスカントリースキー大会
　１月11日
　福島県グランデコスノーリゾート特設コース

・小学生３、４年男子クラシカル２キロメートル
　知花征希（睦小）13分23秒　優勝
・小学生３、４年女子クラシカル１キロメートル
　知花真望（睦小）７分47秒　優勝

○第90回栃木県ユースクロスカントリースキー
　選手権大会 １月26日
　福島県グランデコスノーリゾート特設コース 

・K2女子パシュート（クラシカル３キロ+フリー３キロ）
　知花愛（宇大附属中）38分24秒　優勝
・小学生３、４年男子パシュート（クラシカル１キロ+フリー１キロ）
　知花征希（睦小）12分48秒　優勝
・小学生３、４年女子パシュート（クラシカル１キロ+フリー１キロ）
　知花真望（睦小）15分53秒　優勝

ち 

ば
な
ま
さ 

き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち 

ば
な

ま　

み ち 

ば
な
ま
な

Sports News
いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会
第１回常任委員会が開催されました



　

論
語
素
読
の
テ
キ
ス
ト
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
か
ら
、
章
句
を

紹
介
し
ま
す
。

み　

ぶ

ろ
ん

ご　

こ

ぎ 

し
ょ
う

　

【
み
ぶ
ま
る
か
ら
一
言
】

こ
の
言
葉
は
、
一
目
見
た
だ
け
で
そ
の
人
物
を
正
し
く
判
断

す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
い
る
ね
。

【
二
一
】

子
の
曰
く
、

惟
仁
者
の
み
能
く
人
を
好
し
、
能
く
人
を
悪
む
。 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　

（
里
仁
第
四
）

先
生
が
言
わ
れ
た
。

「
一
目
会
っ
た
だ
け
で
、
好
む
べ
き
人
か
憎
む
べ
き
人
か
を
見

分
け
ら
れ
る
の
は
、
相
当
に
で
き
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
」

 

し 
 
 

い
わ

 

た
だ 

じ
ん 

し
ゃ　
　
　
 
 
 
 

よ　
　
 
 
 

ひ
と　
　
 
 

よ
み　
　
　
 
 

よ　
　
 
 
 

ひ
と　
　
 
 

に
く

　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
か
ら
10
時
ま
で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
こ
の

『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
を
使
っ
た
素
読
の
教
室
《
壬
生
論
語
古
義
塾
》
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
自
由
参
加
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参

加
費
は
無
料
で
す
が
、
初
回
の
み
３
０
０
円
の
資
料
代
が
か
か
り
ま
す
。

そ 

ど
く 
 
 
 
 
 
 
 
 

み 

ぶ

ろ
ん

ご 

こ 

ぎ

じ
ゅ
く

今
月
の

（
55
）

安全と安心を提供する まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

　

２
月
14
日
（
金
）
、
宇
都
宮
市
文

化
会
館
に
お
い
て
、
「
と
ち
ぎ
の

豊
か
な
農
村
づ
く
り
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
「
生

き
も
の
調
査
の
部
」
で
羽
生
田
の

夢
・
は
に
し
の
里
協
議
会
（
川
島

芳
之
会
長
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

夢
・
は
に
し
の
里
協
議
会
は
、

水
路
や
農
道
等
の
維
持
管
理
の
た

め
の
共
同
作
業
等
に
支
払
わ
れ
る

交
付
金
（
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
）
で
自
主
的
に
農
地
等
の
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
、
今

回
の
受
賞
作
品
は
活
動
の
一
つ
で

あ
る
生
物
調
査
で
の
活
動
風
景
を

撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

最
優
秀
賞
の
受
賞
を
う
け
、
夢
・

は
に
し
の
里
協
議
会
は
「
地
域
の

み
ん
な
と
の
交
流
活
動
の
一
つ
で

あ
る
生
物
調
査
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
で
き
た
の
は
、
今
後
の
活
動
の

励
み
に
な
る
」
と
よ
り
精
力
的
に

地
域
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

夢・は
に
し
の
里
協
議
会

農
業・農
村
づ
く
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で

最
優
秀
賞
受
賞

最優秀賞「私のかわいいウシガエルちゃん」 表彰される川島会長

か
わ
し
ま

よ
し
ゆ
き
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令和２年度
～子どもたちの豊かな学びと健やかな成長のために～

子ども支援ボランティア募集子ども支援ボランティア募集

各小・中学校では、以下の内容においてご支援いただける方を必要としています。ご協力をお願いします。

図画工作（版画）

　子どもたちに版画の指
導をしてくださる方。特
に刷り方を教えていただ
けると助かります。

主に子どもたちの学習にかかわること

登下校の安全の見守り

　できる時に、できる範囲で、
登下校中の子どもたちの安全
を見守っていただける方。

学校農園整備

　学校農園を耕したり、
草むしりをしたりしてく
ださる方。長期休業中の
管理をしてくださる方。

環 境 整 備

　学校敷地内の草むしり、植木の剪定、遊具のペンキ塗り等を行っていただ
ける方。土日や長期休業中に、花壇やプランターの草花の手入れや水やり、
落ち葉掃きなどをしていただける方。

　この他にも、論語（論語検定員）、通訳（外国籍児童支援）、書写や書道の補助、理科の実験の補助、昔遊び体験、

昔の話、地域（壬生町）の歴史や自然、田植えや稲刈り、絵手紙、キャリア教育支援（職業の魅力及び体験談等を語

っていただける方）、プログラミング教育、陸上競技や水泳競技の指導をしていただける方も探しています。

　また、中学2年生の職場体験学習（マイ・チャレンジ）、放課後学習サポート（学習支援）、学習教材準備、受験の

面接指導、部活動の安全補助、放課後子ども教室スタッフ（活動の見守り、学習支援、各講座の講師、各講座の補助

等）、学校行事（運動会、校外学習、町探検等）の補助、降雪時の除雪作業、学校支援ボランティアのコーディネー

ターなどにも、ご協力くださいますようお願いします。

読み聞かせ、民話語り

　朝の時間などに子どもに対
して、本の読み聞かせや民話
の語りをしてくださる方

主に子どもたちの学校生活にかかわること

家庭科

　ミシンや手縫い、手芸
や小物（レザークラフト、
編み物など）の支援や調
理実習の時に支援をして
いただける方。

保健体育

　ボルダリングの指導や
剣道の実技指導をしてく
ださる方。

飼育活動

　週末や長期休業中に動
物に餌をやってくださる
方。

音楽

　子どもたちに和楽器の
鑑賞や体験をさせてくだ
さる方。また、器楽模範
演奏(ピアノ、ヴァイオリ
ン、金管楽器、木管楽器
等)をしてくださる方。

【対　象】  無償でご支援くださる方。（町にてボランティア活動保険に加入いたします）

【申込方法】  

○「子ども支援ボランティア登録申込書」は下記に置いてあります。

　・壬生町教育委員会事務局（壬生町役場内）　　・中央公民館、稲葉地区公民館、南犬飼地区公民館

　・生涯学習館　　　・町民活動支援センター（みぶりん）　　・町図書館

○ご記入の上、下記のいずれかの方法でご提出ください。

　・上記各施設への持参　　・ＦＡＸ（８２－０９３５）　　・電子メール（gakusyu@town.mibu.tochigi.jp）

　（登録いただいた情報は、町内各小・中学校へ紹介させて頂きます。）

【問合せ】

　どの学校で必要としているか等、上記以外の内容での支援につきましてはお気軽にお問合せください。

　◎生涯学習課生涯学習係　☎（８１）１８７３

子ども支援ボランティア募集
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英語教室

キッドビクス教室

押し花教室

木工教室

絵画教室

★ 地域交流活動事業

児童館は地域における遊び及び生活の援助と子育て支援を行い、子どもの

心身を育成し、情操を豊かにすることを目的とする児童福祉施設です。

★ 読み聞かせ★ 工作 ★ 世代間交流事業
ひばり・くるみの会・民話の会・おはなし
アライグマ・母親クラブ

六美南部あけぼの会・六美中央旅クラブ
六美北部あけぼの会

児童館 活動紹介児童館 活動紹介児童館 活動紹介 ①①①

夏まつり 秋まつり 節分会

★ 夏休み小学生対象教室開催事業

※各行事の開催には、地域の老人会・壬生高校・壬生町母親クラブなど地域のボランティアの協力をいただいています。

壬生町児童館

壬生町壬生丁281

☎82－7388
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七夕 親子キッドビクス 水遊び

運動会ごっこ

凧揚げ

講話会

きのこ教室親子体操教室

★未就園児親子教室なかよしルーム

４月に会員を募集して年間20回集団保育の場を提供しています。

１歳児クラス（木）と２・３歳児クラス（火）の２つのクラス。定員は各20組。

毎回いろいろな遊びを通して子どもたち成長を見守っています。

★ 相談

育児の不安や悩み・学校のこと・友だちの

こと気軽に話してみませんか？

壬生町児童館　☎（82）7388

★マミータイム

未就園児親子を対象に小物づくりなどを通して子育て

の情報交換や相談・ママ友づくりを応援しています。

（毎月１回金曜10：00～12：00）

児童館 活動紹介児童館 活動紹介児童館 活動紹介 ②②②

★初めての児童館（月１回）
初めて利用する親子を応援します。

ハロウィン



お し ら せ

募集期間：令和３年２月26日（金）まで

　江戸時代に大名鳥居家が食した「御献立帳」を元に、
200年の時空を超えて、現代風に新たに考案されたのが
「壬生お殿様料理」です。
　現在はこのプロジェクトに参加していただいている町
内の６店の飲食店で提供されています。

　料理開発に参加をいただける飲食店の方々は、是非、
お問合せください

◆申込先：下記までお電話にてご相談ください。
◆認定について：
　　　みぶブランド推進協議会が審査を実施し、
　　　町長が認定
◆問合せ：みぶブランド推進協議会事務局
　　　　　（壬生町役場　商工観光課観光交流係）
　　　　　☎（81）1844

◆対　象：町内で飲食店を経営している方
◆お殿様料理３か条：
　１　御献立帳を元に再現もしくは現代風にアレ
　　　ンジした料理であること
　２　壬生町産の食材を生かした料理であること
　３　城下町壬生を感じさせる料理及び名称であ
　　　ること

壬生御成御膳：レストラン花みどり

「壬生お殿様料理」の開発に協力できる
飲食店を募集します！

「壬生お殿様料理」の開発に協力できる
飲食店を募集します！

募集

－壬生町観光おもてなし協力施設登録事業－

～まち愛スポット～
町を愛する店舗の皆様が、観光客におもてなしする場所の愛称

　壬生町では、平成30年３月に「まち愛スポット」を初めて認定し、現在登録数35

ヶ所。公共施設は９ヶ所登録しております。多くのお客様に訪れていただく為に、

町の案内や、まちなかで休憩の場所の提供を必要としているところであります。

　町では、観光おもてなし協力施設を募集しますので、ご協力をお願いします。

・利用者が気軽に使えるトイレを備えている。
・観光パンフレットを配置できる場所を備えている。
・観光客に独自のおもてなしができるよう努めている。

登録要件

・町公共施設
・コンビニエンスストアー
・ガソリンスタンド
・飲食店
・小売店等

対象となる店舗等

「まち愛スポット」のプレート
配布される表示物

商工観光課観光交流係
ＴＥＬ 0282-81-1844
ＦＡＸ 0282-82-1107
メールアドレス keizai@town.mibu.tochigi.jp

問合せ

「まち愛スポット」
協力店舗募集！
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国民年金保険料　　　　　特例制度

◎問合せ　　栃木年金事務所 国民年金課　☎（２２）６０７４　　町住民課国保年金係　☎８１－１８２７

令和２年度 国民年金保険料
月額16,540円

　日本国内にお住まいの20歳～60歳までの方は、学生の場合も国民年金に加入して保険料を納付することになり

ます。納付が困難な場合は「国民年金保険料学生納付特例」制度を申請することによって、申請年度の保険料

の納付が猶予されます。(本人所得審査あり)

　申請を行わず、保険料が未納のままになっていると、65歳から受給する老齢基礎年金の受給額が減額になるだ

けでなく、病気や不慮の事故等にあわれてしまった場合の、障害基礎年金や遺族基礎年金等を受けることがで

きなくなることもあります。

「納付」「学生納付特例」「未納」は

右のように違います。

年間198,480円

194,960円
（3,520円割引）

年間198,480円(※)

194,320円
（4,160円割引）

令和２年4月30日
（4月～9月分）

令和２年11月2日
（10月～翌年3月分）

98,430円
（810円割引）

98,110円
（1,130円割引）

98,430円
（810円割引）

98,110円
（1,130円割引）

令和２年4月30日

各月の翌月末日
（休日の場合、直近翌営業日）

納　　付 学生納付特例 未　　納

障害基礎年金

遺族基礎年金

老齢基礎年金

受給資格期間

受給資格期間 ○

○

○

○

×

○ ×

×

×年金額に反映

383,210円
（14,590円割引）

381,960円
（15,840円割引）

納付形式

毎月納付
（月額16,540円×12ヶ月）

１年分の前納
（4月～翌年3月分）

半年分の前納
（4月～9月分）

現金納付 口座振替 納付期限（口座振替日）

／斜線部分の受付は終了しました

現金納付については、４月上旬までに申出が必要です

２年分の前納（申出書必要）
（4月～翌々年3月分）

令和２年4月30日

※当月末振替（早割）にすることで、50円割引になり月額１６，４９０円、年間600円お得です。

口座振替は、振替日の２ヶ月前までに手続きが必要です。

○申請は年度毎（４月～翌年３月）に必要です。

○保険料が納付済の月を除き、２年１か月前までさかのぼって申請することができます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※学生納付特例を受けた期間は、将来受ける老齢年金の受給資格期間に算入されますが、

　年金額には反映されません。しかし、受けた期間から10年以内であれば申請により

　追納し、納付期間とすることができます。(追納は３年度目から保険料に加算金が付

　いてきます。)

※障害・遺族基礎年金を受給するためには一定の受給要件があります。

　　　　申請場所………　役場住民課国保年金係・稲葉出張所・南犬飼出張所

　　　　必要な物………　年金手帳・印鑑・学生証(在学証明書等) 

　　　　　　　　　　　　（退職し、４月から学生になった場合には離職票等）

　学生証は、有効期限が入っている場合、2020年3月以降となっているかご確認ください。

　同じ世帯の方による代理申請の場合は、来庁者の本人確認のできるものもお持ちください。

学生納付学生納付学生納付

半年分の前納
（10月～翌年3月分）
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　国民年金第1号被保険者が出産する場合に、出産予定月の前月（多胎妊娠の場合には出産予

定月の前３か月目）から出産予定月の翌々月までの各月分の国民年金保険料の納付が全額免除

されます。出産とは、妊娠85日（13週目）以上の出産をいい、死産・流産・早産を含みます。

　保険料納付が免除された月は、保険料納付済期間に算入され、老齢基礎年金の額を計算する

際に１月の納付済期間とされます。

「国民年金第1号被保険者」で出産日が平成31年２月１日以降の方

町住民課国保年金係又は稲葉・南犬飼出張所

・年金手帳・印鑑

・母子健康手帳等出産（予定）日がわかるもの

・届出される方のマイナンバーカード又は通知カード

・本人確認ができる書類（運転免許証・マイナンバーカード・在留カード等）

※死産等の場合は、事前に住民課国保年金係までお問い合せください。

出産予定日の６か月前から届出可能

ねんきんダイヤル　　　☎0570（05）1165

栃木年金事務所　　　　☎（22）6074

町住民課国保年金係　　☎（81）1827

届出に必要なもの

届出期間

対 象 者

提 出 先

問合せ先

令和２年４月からの後期高齢者医療制度の保険料率等について

（平成31年４月１日から制度開始）
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令和２年４月からの後期高齢者医療制度の保険料率等について

【所得の低い方への軽減措置】

　均等割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得基準が引上げられ、均等割額5割軽減については、被保険者数に乗ず

る金額が28万円から28．5万円に、２割軽減については、被保険者数に乗ずる金額が51万円から52万円に変わります。

【令和２年度以降の均等割額軽減特例措置】

　保険料の軽減措置のうち、特例として実施している所得の低い方への均等割額の軽減特例措置が、世代間の負担の公平を

図る観点などから、国の医療保険制度改革により、本来の軽減割合の７割軽減となるよう段階的に見直しが行われています。

　令和２年度以降の所得の低い方への均等割額軽減特例措置の見直し内容は次のとおりです。

　保険料率は、高齢化の進展や医療技術の進歩等の影響による１人当たりの医療費の増加等に対応するため、２

年に一度見直されることとなっています。

　令和２・３年度の保険料率等については、次のとおりとなります。

◎問合せ　栃木県後期高齢者医療広域連合　☎028（627）6805（代表）

◎問合せ　栃木年金事務所　お客様相談室　　　
　　　　　〒328-8533　栃木市城内町1-2-12　☎0282（22）4131

・均等割額
・所得割率
・賦課限度額

平成30・令和元年度 令和２・３年度

４３，２００円
８．５４％

６２０，０００円 

→
→
→

　４３，２００円（変更なし）

　　  　８．５４％（変更なし）

６４０，０００円 

軽減割合

令和元年度

８割軽減

8.5割軽減

令和２年度 令和３年度

7.75割軽減 ７割軽減

７割軽減

国民年金加入者が出産するとき、保険料が納付免除されます国民年金加入者が出産するとき、保険料が納付免除されます

　離婚した場合、お二人の婚姻期間について、厚生年金の支給額の計算の基となる

報酬額を分割して、年金額をお二人で分割できます。離婚後２年以内に手続きを行

っていただく必要がありますので、お早めに年金事務所（最寄りのところ）までご

相談ください。

離婚時年金

分割制度

離婚時年金

分割制度
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7.9%

16.5%

24,400円

22,800円

54万円

8.4%

廃止

24,900円

23,600円

61万円

1.8%

4.0%

5,600円

5,200円

19万円

2.7%

廃止

8,200円

7,200円

1.3%

2.2%

6,000円

4,000円

16万円

2.1%

廃止

8,400円

5,100円

◎低所得世帯に対する軽減について
　世帯の軽減判定所得が一定基準以下のときには、保険税の均等割・平等割が軽減されます。

　※申請の必要はありませんが、世帯主および被保険者が前年中の所得を申告している場合に限ります。

◎所得の申告を忘れずに！
　保険税の計算や軽減判定にあたって、19歳以上の国保加入者全員（国保未加入の世帯主を含む）の所得の有無について申告

が必要です。収入がない場合や非課税年金収入のみの場合でも必ず申告をしてください。
（壬生町在住の方の税法上の控除対象配偶者、扶養親族になっている場合は申告の必要はありません。）

◎異動の届け出はお早めに！
　国民健康保険資格に異動（加入・脱退など）があった場合は、異動があった日から14日以内に役場に届け出てください。就

職などで他の健康保険に加入した場合なども、自動的に切り替わりませんので、国保脱退の手続きが必要です。世帯に異動が

あった場合は、届け出のあった翌月に新たな保険税を計算し、税額の通知（変更通知）をお送りします。

　国民健康保険税の納税通知書は７月中旬に世帯主様あてにお送りします。
　ご加入のみなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

◎問合せ　〇保険税の賦課に関すること……………………税務課諸税係　　　☎（81）1819             

　　　　　〇保険税の納付に関すること……………………税務課収税係　　　☎（81）1816             

　　　　　〇被保険者証や医療費などに関すること………住民課国保年金係　☎（81）1832

◎令和２年４月１日から国民健康保険税率を下記のとおり改定いたします

※国民健康保険税の納税義務者は世帯主です。�                                
　世帯主が国民健康保険に加入していない場合でも納税義務者になります（この場合は、世帯主の所得などは保険税の計算には含みません）。

12,000

11,000

10,000

9,000

18,000

1,100,000

1,000,000

900,000

800,000

700,000

人千円

11,634

11,196

10,783

10,244

9,911

1,034,419
983,840 981,589

929,248
893,168

H26 H30H27 H28 H29

被保険者数税収入額（現年度分）

被保険者数と保険税収入額の推移

300,000

200,000

100,000

0

円

H26 H30H27 H28 H29

保険給付費■保険税負担額

　１人当たりの保険税額と保険給付費の推移

259,060
281,556 278,853 286,098 287,161

97,714 96,267 99,557 99,463 98,523

①所得割
（前年の総所得金額等－基礎控除額33万円）×税率

課税限度額
　①～④の合計に対する限度額

②資産割
　固定資産税×税率

③均等割
　被保険者１人当たり

④平等割
　１世帯当たり

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前

0歳から74歳まで区　分 0歳から74歳まで 40歳から64歳まで

基礎課税（医療）分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

改正後

19万円
（変更なし）

16万円
（変更なし）

【税率改定の主な内容】

〇資産割の廃止
　資産の保有と税負担能力が一致しないことや町外の資産には課税

されないなど公平性に欠ける点があるため資産割を廃止します。                              

〇（医療分）課税限度額の引き上げ
　中低所得者の負担軽減と負担能力に応じた課税を図るため、平成

31年度税制改正分の課税限度額に引き上げます。�                               

〇（後期分・介護分）税総額の引き上げ
　必要税額と税収入との差が大きいため税総額を引き上げますが、

国保加入者の負担増を考慮し、赤字解消は段階的に行うこととし、

さらに税率の見直しにあたっては、所得の低い方や多人数世帯の負

担増が少なくなるよう配慮いたしました。

令和２年度から国民健康保険税の税率等が変わります
壬生町国民健康保険加入のみなさまへ

令和２年度から国民健康保険税の税率等が変わります
　壬生町国民健康保険（以下「国保」という）の財政状況は、被保険者の減少および医療技術の高度化により、１人当たりの

医療費は年々増加しています。このため、保険税収入で国保財政を賄うことができず、毎年多額の赤字が発生しています。こ

の赤字については、一般会計からの繰入金（法定外）により補っ

ていますが、この赤字を補てんするための法定外繰入金は計画的

に解消するよう、国・県から求められており、町においても「壬

生町国民健康保険財政健全化計画」を策定し、国保事業の健全な

運営を目指して対策に取り組んでいるところです。

　このようなことから、国保財政の健全化を図るため、このたび

税率の見直しを行いました。�                               

　今後も医療費の適正化や保健事業を推進し、医療費の増加を抑制す

るとともに、国民健康保険税の収納率向上を図り、安定した事業の運

営に努めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。



・壬生町に住民登録があり、次のいずれかに該当する方

　いずれも、過去に成人用肺炎球菌ワクチンの接種をうけたことのある方は対象とはなり

　ません。

〇予防接種法に基づく定期接種

１.   令和２年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳の方

２.  接種日時点で60歳以上65歳未満の者であって心臓、じん臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウ

　　イルスによる免疫機能に身体障害1級相当の障害のある方。

　　※対象年齢になる方には、令和２年４月初旬までに個別通知したします。

　　※接種料金から5,500円を差し引いた額を窓口でお支払いください。

　　　受診時に医療機関へ直接お支払いください。

　　※一度接種したことのある方は、助成を受けることはできません。

高齢者肺炎球菌予防接種について

※町内医療機関一覧表

82－2002

86－1517

86－0123

82－0141

86－0011

82－6136

82－0242

82－8522

86－3966

86－0501

86－8039

82－7877

82－7576

86－6624

82－0057

81－0880

86－1573

82－5800

21－7300

82－7500

86－6000

25－5881

81－0001

松本内科医院

おもちゃのまち内科クリニック

佐藤医院

前原医院

島田医院

木村婦人科

陣内医院

大橋内科クリニック

グリーンクリニック

荒川内科クリニック

小林内科クリニック

石田消化器科・内科クリニック

かとう小児科

福井セントラルクリニック

小倉医院

大久保クリニック

武田整形外科

壬生東診療所

はしもとクリニック

多島外科胃腸科

にしやま内科クリニック

高橋とおるクリニック

あかりこどもクリニック

中央町６-37

幸町２-11-２

安塚1944-１

中央町３-21

安塚2008-１

壬生甲2349

本丸１-７-10

福和田1003-１

緑町３-９-15

安塚1184-10

安塚793-１

壬生丁259-７

落合３-７-30

おもちゃのまち２-４-８

通町10-５

落合３-４-７

幸町１-15-４

藤井1285-14

駅東町５-６

壬生甲3072-１

安塚765-15

寿町５-３

大師町38-４

対　象　者

接 種 時 期 令和２年４月１日～令和３年３月31日

個別接種方式により、各医療機関の定める日程で行います。

　申し込みは直接医療機関へお願いします。

町内医療機関は下記のとおり。県内医療機関の相互乗り入れにより、町外の医療機関で

も接種できます。

健康福祉課健康増進係　☎（81）1885

接 種 方 法

医 療 機 関

問　合　せ

昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生

昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生

昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生

昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生

昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生

昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生

大正14年４月２日～昭和元年４月１日生

大正９年４月２日～大正10年４月１日生

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

対象年月

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号所在地 所在地

【令和２年度に基づく各年齢となる者】
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人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について

受付期限

定員

助成金額

申請方法

受付場所

持ち物

　国民健康保険ご加入の方は「壬生町国民健康保険

ドック検診助成金交付申請書」、後期高齢者医療ご

加入の方は「壬生町後期高齢者医療ドック検診助成

金交付申請書」に記入・押印のうえ、下記の受付場

所に提出いただくか、郵送にて壬生町役場住民課国

保年金係（〒321-0292壬生町通町12-22）までお送

りください。

※各申請書は下記受付場所に用意いたします。また

　公式ウェブサイトにも掲載いたします。

役場住民課国保年金係、稲葉出張所、南犬飼出張所

・「国民健康保険被保険者証」または「後期高齢者

　医療被保険者証」

・印鑑

・申請書（既に記入済みの申請書をお持ちの方）

５月８日（金）（郵送の場合は必着）

　※先着順ではありません。また、４月中旬頃まで

は窓口が大変混み合うことが予想されますので、ご

了承ください。

　※受付期間終了後は、定員に満たない場合のみ随

時お受けいたしますので、役場住民課国保年金係ま

でお電話にてお問い合わせください。

※定員を超えた場合は、抽選とさせていただきます。

※それぞれの割り当て人数は予定であり、申込状況

　によって変動することがあります。

人間ドック（１泊２日）　30,000円
人間ドック（日帰り）　　20,000円
脳ドック　　　　　　　　20,000円

検診日に以下のすべての項目に該当する方

①壬生町国民健康保険の被保険者

②年齢35歳以上

③世帯の国民健康保険税に未納がないこと

④今年度に町が行う特定健診を受診していないこと

　（ドック検診には特定健診の内容が含まれています）

⑤脳ドック助成については、昨年度の脳ドック助成を受

　けていないこと

①壬生町に住所のある栃木県後期高齢者医療の被保険者

②後期高齢者医療保険料の未納がないこと

③今年度に町が行う特定健診もしくは後期高齢者健診を受診してい

　ないこと（ドック検診にはこれらの健診の内容が含まれています）

④今年度の壬生町国民健康保険ドック検診助成を受けて

　いないこと

⑤脳ドック助成については、昨年度の脳ドック助成を受

　けていないこと

獨協医科大学病院

自治医科大学健診センター　石橋総合病院

小金井中央病院　　　　　　福井セントラルクリニック

栃木県保健衛生事業団　　　宇都宮記念病院総合健診センター

関湊記念会クリニック　　　済生会宇都宮病院

鷲谷病院

獨協医科大学病院　　　　宇都宮セントラルクリニック

鷲谷病院　　　　　　　　石橋総合病院

　申請した方には、助成決定または抽選もれの通知を５

月22日（金）頃にお送りいたします。助成が決定した方

は、ご自身で直接対象医療機関に予約してください。受

診の際には、助成決定通知とともにお送りする「検診券」

と「国民健康保険被保険者証」または「後期高齢者医療

被保険者証」を必ずお持ちください。

※受診日時点で加入している健康保険が変わっていた場

　合、助成は受けられませんのでご注意下さい。

　令和３年３月31日まで（これ以降の受診は助成対象外

となります。）

※注意事項

○助成は年度内１回限りで人間ドックか脳ドックのいず

　れか一方のみとなります。

○対象医療機関以外で受診された場合は助成を受けるこ

　とができません。

○受付は事前申請のみとなります。受診後に助成申請を

することはできません。

人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について

令和２年度　壬生町国民健康保険および後期高齢者医療

人間ドック（１泊２日）

人間ドック（日帰り）

脳ドック

６０人

１８５人

８０人

２０人

３０人

３０人

後期高齢者医療国民健康保険

※国民健康保険ご加入の方で今年度中（令和３

　年３月31日まで）に75歳になる方へ

　75歳になると後期高齢者医療へと保険が変わ

りますので、75歳の誕生日以降に受診する方は、

「壬生町後期高齢者医療ドック検診助成金交付

申請書」で申請してください。（国民健康保険

の申請書で申請された場合、75歳になると助成

が受けられなくなります）

　国民健康保険および後期高齢者医療にご加入の方に対して、当町指定の検診機関で行う人間ドック検

診及び脳ドック検診への助成を行います。ご希望の方は下記のとおり申請してください。

◎問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1832

助成対象者

対象医療機関

受付後の流れ

受診期間

人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～　

国民健康保険

後期高齢者医療

脳ドック

人間ドック（１泊２日）

人間ドック（日帰り）
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◎申込みは、4月25日（土）午前10：0０～
　生涯学習館 講堂で受付いたします。

生涯学習館生涯学習館

※壬生町にお住まいの方または、お勤めの方が対象です。
※各講座とも、募集定員になり次第、受付を締め切ります。
※電話での申込みはできません。
※車でお越しの際は、北側駐車場をご利用ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

休館日：月曜日、祝日

パソコンで簡単にできることがたくさんあります。どなたでも（小学生～）申込みなしで参加できます。
和気あいあいとした雰囲気の中で楽しんでみませんか？
・ＩＴボランティアいるかの会がお手伝いいたします。職場では聞きづらい事、お気軽にご質問ください。
・初心者の方で、どんな簡単な質問にもお答えいたします。
・インターネットが利用可能です。
・ファイルを持ち帰りたい方は、ＵＳＢメモリーまたは、記録できるＣＤなどをご持参下さい。
・講座に参加しないでフリーでパソコンを利用しに来ても大丈夫です。

４月５日
５月10日
６月７日
７月５日
９月６日

お知らせ、チラシ作成（回覧板等）
自分だけのカレンダー作り
エクセルで住所録作成
親子で楽しい「パソコンを使ってクラフト作成」（小学３年生以下は必ず親子で）
インターネットメールの方法（写真のデータがあったら持参くださいＵＳＢ又はＣＤ）

ミニミニ講座内容

★開 放 日：４/5・５/10・６/７・７/５・９/６（日曜日）
★利用時間：９：00～12：00（生涯学習館に当日来館してください。）
★無料でミニミニ講座を開講いたします。

パソコン無料開放パソコン無料開放
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対　　象
時　　間

H29年4月2日～H30年4月1日生まれ
11：00～11：50

２歳児コース

対　　象
時　　間

H30年4月2日～H31年4月1日生まれ
10：00～10：50

１歳児コース

リトミック
１歳児コース・２歳児コース

講師　リトミック研究センター栃木支局　顧問　

加藤　玲子　先生

　おかあさんと一緒に、リズムの流れや音を通し
て、豊かな心を育てる心身の調和を目指した人間
教育です。ごあいさつ・お返事・手合わせ・絵カ
ード・まねっこメロディー・ダンス等

5/13・5/27・6/10・6/24
7/1・7/15・9/2・9/16（合同）

水

各コース20組

生涯学習館　講堂

のり、ハサミ、クレヨン

2,000円（講座初日に集金、おつりの
ないようにお願いします）

託児をご希望の方は申し込み時に申
請してください。（尚、人数制限があり
ます。途中からの申込みはできません。）

日　　付 曜　日

募集定員

会　　場

教 材 費

持 参 品

託　　児

外国人のための日本語公開講座
がい こく  じん                                 に   ほん  ご   こう  かい  こう   ざ

講師　県国際交流協会ボランティア
こう   し　        けん  こく  さい  こうりゅうきょうかい

　町内に生活している外国出身者の方が、日本語学

習を通して日本の生活習慣などを学び、地域の方と

のよりよい交流ができるように講座を開講します。

4/19・5/24・6/14・7/12・
8/23・9/13

　　 ちょう  ない　　　せい かつ　　　　　　　　　　　 がい こくしゅっしん  しゃ　　　　  かた　　　　　   に    ほん   ご   がく

しゅう　　  とお　　　　　　に     ほん　      せい  かつしゅうかん　　　　　　　　まな　　　　   　ち    いき         かた

　　　　　　　　　　　　  こうりゅう　　　　　　　　　　　　　　　  　  こう   ざ　　     かい こう

　　　めい                

しょうがい  がくしゅうかん　      かい   ぎ   しつ

 　　  かい             えん

 ひっ    き    よう    ぐ

日
にち

10：00～12：00

曜　　日

時　　間

募集定員

会　　場

教 材 費

持 参 品

よう　 　　　      び

     じ                かん

  ぼ  しゅうてい  いん 

かい              じょう

じ      さん     ひん

きょう    ざい       ひ

日　　付
ひ                  づけ

10名

生涯学習館　会議室

１回100円

筆記用具　ノート

か  とう         れい   こ



セミナースタッフ「みち」
回 日付 曜日

5/23（土）
13：30～15：30

6/13（土）
13：30～15：30

8/1（土）
13：30～15：30

9/3（木）
8：45～16：00

10/24（土）
13：30～15：30

12/5（土）
10：00～13：00

内            容

生涯学習館講堂

④は館外、⑥は調理室

おせち料理講習会【おせちに挑戦】
講師：福田静江先生

☎（86）0153（福田）

☎（86）1783（間中）

①、②、③、⑤は100円（飲み物代）
④は参加費自己負担（食事代、保険
　代、見学料、他）
⑥は参加費500円（材料費）

世界遺産「日光東照宮」を学ぶ事前研修
講師：笹崎明さん

目指せ健康寿命フレイル予防
【いつまでも生き生きと自分らしく】
講師：西山緑先生（医師）

人生二毛作のすすめ
講師：清水英世（前町長）さん

アフリカの太鼓♪ジェンベ音楽会
講師：ケイタモモ先生ケイタ友香先生

世界遺産「日光東照宮」現地研修
ナビゲーター：笹崎明さん

１

2

3

4

5

6

会　　場

参 加 費

問合せ先

豊かなセカンドライフのための
金融講座

回 日付 曜日

時　　間

募集定員

会　　場

教 材 費

持 参 品

私たちを取り巻く環境の変化

ライフプランニングに役立つ予備知識

5/16

5/30

土

土

1

2

内　　　　容

講師　野村證券株式会社

　人生100年時代。セカンドライフはロングラン、豊
かな人生を送るためのライフプランセミナーです。

10：00～11：30

２０名

生涯学習館　研修室

無料

筆記用具

１

２

はじめてのワード講座

はじめてのエクセル講座

これからワードをはじめる方へ、文字の色や書体の変更、画像の挿入などをご案内します。

木曜日　　

5/7　・　5/14　・5/21　・5/28　・　6/4　・　6/11

データの入力、表の作成、数式の入力などをご案内します。

水曜日　　

6/17　・　6/24　・　7/1　・　7/8　・　7/15　・　7/22

9：３０～11：３０

11名（先着順）

生涯学習館　２階　研修室

5,300円（受講料：4,800円とテキスト代：500円）
※講座初日に集金します。おつりのないようにお願いいたします。

講 座 名

講座内容

曜　　日

実 施 日

講 座 名

講座内容

曜　　日

実 施 日

生 涯 学 習 館生 涯 学 習 館生 涯 学 習 館生 涯 学 習 館 のＩＴ講座のＩＴ講座のＩＴ講座のＩＴ講座
☆ＩＴのプロが、親切・丁寧に教えます。どんな質問にもお答えします。
☆Ｗindows10での授業です。
◎受講料の他にテキスト代がかかります。

時　　間

募集定員

会　　場

受 講 料
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親子ふれあいサロン
回 日付 曜日

金

夏祭り（合同）《会場：講堂》

ひまわり・流れ星
かざぐるま作って遊ぼう

プチパンのお花畑

ゆらゆら「モビール」作り5/ 8

6/12

7/10

8/28

9/11

1

2

3

4

5

時　　間

対　　象

会　　場

参 加 費

10：00～11：30

未就園児と保護者

生涯学習館　日本間

無料（飲み物は、各自ご持参ください）

内　　　　容

楽しいお話し会

本物のスイカ割り《会場：中会議室》

（お兄ちゃんお姉ちゃんも参加）

すくすく広場
回 日付 曜日

木

鈴木さんちのブルーベリー狩り

夏祭り

（生涯学習館にて合同の企画です）

君も私も聖火ランナー

5/28

6/25

7/30

8/28

9/17

1

2

3

4

5

木

時　　間

対　　象

会　　場

参 加 費

10：00～11：30

未就園児と保護者

南犬飼地区公民館　日本間

無料（飲み物は、各自ご持参ください）

内　　　　容

木

金

木

壬生町子育て支援グループ「ポケット」
子育てでイライラしていませんか？　一人で悩んでいませんか？

子育ての先輩ママやお友達とおしゃべりをして悩みも解消！

子育ての情報もキャッチ！楽しい子育てをしましょう！！

生涯学習館　子育て支援ネットワーク事業生涯学習館　子育て支援ネットワーク事業

子育て支援の「ポケットカフェ」
ホッとひといきお茶をしながらおしゃべりしませんか？

●毎月　第１,２,３　木曜日　10：00～14：00
●会場：南犬飼地区公民館　分館

ポケットファンタジー

●６月４日（木）10：30～
●会場：南犬飼地区公民館　分館

子ども
たちを

楽しく

遊ばせ
ながら

子どものオリンピック
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「ポケット」がお贈りする楽しい人形劇　他

このページの共通事項 問合せ ☎（82）2987 （高田）　☎（82）0983 （岡本）



古典講座「雨月物語④」

講師　國學院大學栃木短期大学・日本文化学科　

田中　憲二　先生

　18世紀中期に始まった「読本」というジャンルに属し、

妖しげな魅力をもつ５巻９編の短編怪奇小説からなる上

田秋成の「雨月物語」を鑑賞します。内容の解説を聴き

ながら、近世文学の特色である物語の滑稽味や娯楽性を

必ず味わっていただける講座です。

　本年度は９編のうち「蛇性の淫」という比較的長い話

を１編のみ、月に１度のペースで読み進めていきます。

　なお、昨年度受講していなくても、今回から受講する

ことができます。

回 日付 曜日

5/14

6/11

7/9

7/16

9/17

10/8

11/12

12/10

1/14

1/21

木

内            容

時　　間

募集人員

会　　場

持 参 品 テキスト、記用具

学習室

30人

14：00～15：30

蛇性の淫

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

稲葉地区公民館稲葉地区公民館城址公園ホール城址公園ホール

◎申込みは、４月19日（日）午前８時45分より
　城址公園ホールの中ホールにて受付いたしま
　す。
※各講座とも、募集定員になり次第受付を〆切
　ります。代理の方の申込みもできますが来館
　された方の申込みが優先されます。
※教材費が必要な講座を申し込まれる場合は、
　おつりのないよう代金をご持参ください。
※原則として電話による申込みはできません。
※申込者数が少ない場合（４名以下）、講座は
　中止となります。

休館：月曜日、火曜日午前、祝日

特になし。ただし使用テキスト（野
田壽雄編「要注雨月物語」武蔵野書
院税込864円）がない場合は、各自
本屋で購入する。

教 材 費

デッサン教室
講師　日展会友光風会会員　　　　渡辺　正巳　先生

　鉛筆で自分の思いを描くために、対象物の形を正しく描
く方法を学びます。
　デッサン未経験の方、正確に形をつかむ勉強をしたい
方、どうして立体に見えるように絵が描けるのか知りたい
方、デッサン時の光と陰について理解したい方は、この講
座に奮ってご参加ください。光の入る部屋で、デッサンの
基礎を学びます。

回

1

2

3

4

5

日付

5/22

5/29

6/5

6/12

6/19

曜日 内            容

持 参 品
・８号程度のスケッチブック
・鉛筆２～３本（２B～４B)
・（あれば）イーゼル

デッサンの基礎の説明・実践

形をつかむ練習

形に陰影をつける練習①

形に陰影をつける練習②

合評会

10：00～12：00

１5名

中会議室

特になし

金

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

健康マージャン教室

講師　日本健康麻将協会栃木・宇都宮支部ＷＡＣとちぎ
　「健康マージャン」は「仲間づくり」「健康づくり」「生き
がいづくり」をめざすための効果的な「手段」です。「賭けな
い、吸わない、飲まない」をモットーに地域の仲間とのコミュ
ニケーションの場として、脳を活性化させるトレーニングとし
て、「アガル」喜びを実感し生活に張りをもたせる方法として、
老いも若きも「健康マージャン」に挑戦してみませんか？
　さらに講座終了後も、公民館を会場に「自主サークル」とし
て「健康マージャン」を続けていただければ幸いです！

回

1

2

3

日付

7/10

7/17

7/31

曜日 内            容

持 参 品

持 参 品

そ の 他
不要になったマージャン牌・卓があれば
ご連絡ください。

なぜ健康マージャンなのか
卓や牌などの用具の説明

牌の種類・役のつくり方
マージャンのルールとマナー

牌13枚のグループづくり
点数計算方法（役・ハン・符）

上がり役ハンの確認・点棒のやり取り

実践プレー・ねんりんピックのルール

13：30～15：30

１5名（３卓×４人＋３人）

中会議室

・テキスト「健康麻将教室テキスト（定価1000円）」
※講座申込受付時に1,000円を集金
・講座開始後に希望者に「健康マージャン入門
　（1000円）」を一括購入の機会を設ける。

筆記用具

金

時　　間

募集人員

会　　場

4

5

8/7

8/21

た  なか      けん じ

わ  っ  くにほんけんこうマージャンきょうかい

わたなべ　　まさ  み
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家庭でおいしくお料理！
講師　管理栄養士　　　　　　　大沼　スミエ　先生

　自分のために、他の誰かのために、お家で「おいしいお
料理がチャチャッとつくれたらなぁ～！」なんて思ってい
るあなた！土曜の午前中、この講座に参加すれば、お家が
評判の「定食屋さん」になりますよ。おいしい料理を家で
つくりたい方は、老若男女を問わず、是非この講座に参加
してください。初心者の方も大歓迎です。

回

1

2

3

4

5

日付

5/16

6/20

7/18

8/8

9/12

曜日 内            容

持 参 品
・エプロン
・三角巾（頭おおい）
・布巾（ふきん）

変わりおにぎりと豚汁

チキン南蛮定食

夏バテ予防中華

夏野菜でピザ

幕の内弁当

9：30～12：00

20名

調理実習室

土

時　　間

募集人員

会　　場

26

おおぬま

みんなで楽しく３B体操
講師　（公社）日本３B体操協会公認指導員　門谷　敏子　先生

　「３Ｂ体操」は、運動が苦手という方でも無理なく動け
る健康体操です。ボール・ベル・ベルタ―という、Ｂでは
じまる３つの用具を使い、リズムに合わせて体を動かすこ
とで、運動効果を実感していただけます。ストレッチや筋
力運動にみんなで取り組み、持久力を身につけながら健康
な体づくりに楽しく取り組みましょう！

回
1

2

3

4

5

日付
5/22

５/29

6/5

6/19

6/26

曜日 内            容

持 参 品
・室内用運動シューズ
・飲み物・タオル
・（お持ちの方は）マット、なければ（百円
　ショップに売っているような）シート

みなさん、ご一緒に

ベルを使って

ボールとベルターを使って

ベルと五輪ベルターを使って

動いて楽しみましょう
13：30～15：30

25名

中会議室　※6/26のみ中ホール

無料

金

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費

かどたに       とし こ

皆川　玲子　先生
みながわ       れい こ

アロマで心と身体の美人作り！
講師　栃木リラクゼーション代表インストラクター　

西澤　泰子　先生
　よく耳にする「アロマセラピー」とは、よい香り（アロマ）
を使った心や身体の療法（セラピー）のことです。この講座では、
何種類かのアロマを使い、心を癒したり、身体の疲れを取っ
たりする方法を学びます。また、アロマのリラックス効果に
基づき、美しいお肌をつくる方法も身につけてもらいます。
　土曜のお昼前に、リラックスできるかぐわしい香りに包ま
れながら、アロマセラピーの基礎を学び、自分オリジナルの
クラフトとともに、身も心も美しい自分自身を作りましょう！

回

1

2

3

4

5

日付

5/23

6/20

7/11

8/8

9/12

曜日 内            容

持 参 品

筆記用具
※４回目（８/８）のみ
　・フェイスタオル１枚
　・バスタオルまたはヨガマット1枚
※５回目（９/12）のみ
　・マスク

4,000円（800円×５回）
※講座申込受付時に4,000円を集金

アロマセラピ－って何？ ※バスソルト

アロマで美肌作り※アロマ化粧水

アロマで心を癒す※フラワーカップ・アロマサシュ

アロマで身体の疲れを取る※マッサージオイル

いろいろなアロマの利用法※アロマストーン

10：00～12：00

20名

中会議室

土

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

藩校サミットに向けた歴史講座
　今年の11月21日（土）に、「鳥居家三君に見る人づくりの精神」
をテーマに壬生町が町として初めて「全国藩校サミット壬生大
会」を開催します。それにちなみ、町教育長、大会実行委員長、
町学芸員、そして鳥居家当主の皆様から、「藩校サミット」「論
語」「鳥居家」「藩校」「家祖・元忠」にまつわるお話を伺う
機会を設定しました。
　壬生町の住民として、町の歴史を再確認するとともに、全国
からお客様をお迎えし壬生町をアピールするため、奮ってこの
「歴史講座」にご参加ください。

回

1

2

3

4

5

日付

5/23

6/27

7/11

7/18

8/8

曜日 内            容

時　　間 13：30～15：30

100名

研修室

特になし

筆記用具

土

にしざわ       やす こ

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

材料費4000円
※講座申込受付時に4000円を集金教 材 費

「全国サミット開催に向けて」

壬生町教育委員会 田村幸一 教育長
た むらこういち

「論語とは」

全国藩校サミット壬生大会 寺内 進 実行委員長
てらうちすすむ

「鳥居家三君とは」

壬生町立歴史民俗資料館 中野 正人 学芸員
なか の   まさ  と

「藩校とは」

壬生町立歴史民俗資料館 秋元 千秋 学芸員
あきもと  ち  あき

「家康の忠臣・鳥居元忠と伏見城の戦い」

鳥居家16代当主 鳥居 忠明 氏
とり い   ただあきら
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鍵盤ハーモニカ講座
講師　イリス音楽教室　　　　　大橋　あゆみ　先生

　鍵盤ハーモニカは、コンパクトで持ち運びしやすく安価な
ので、どこでも楽しめる楽器で、小学生も音楽の授業で習っ
ています。また、腹式呼吸により、息をたくさん使って演奏
するので、健康効果が期待できる楽器でもあります。
　そんな鍵盤ハーモニカの演奏に、みなさんも挑戦してみま
せんか？楽譜が読めない方でも、初心者の方でも、安心して
参加していただけます。小学生のお子さんやお孫さんと合奏
だってできるかも！？
　たくさんのご参加をお待ちしております！

回

1

2

3

4

5

日付

5/21

6/18

7/16

8/20

9/10

曜日 内            容

持 参 品

・鍵盤ハーモニカ（お子さんお孫さん
　が使っているもので問題ありません）
※お持ちでない場合は、「吹き口（マ
　ウスピース）」を500円で購入いた
　だき本体を貸出します。）
・タオル
・筆記用具

教材費1,000円
※講座申込受付時に1000円を集金

鍵盤ハーモニカの演奏の説明と演奏練習

10：00～12：00

10名

中会議室

木

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

開花学級

回

1

2

3

4

5

 6

7

8

9

日付 曜日 内容・持参品等 講師等

5/8

中会議室

6/5

中ホール

6/12

中会議室

6/26

調理実習室

7/3

学習室

8/28

学習室

9/11

中会議室

日程・会場は

未定

9/18

教 材 費

そ の 他

13時30分～１5時3０分

50名

城址公園ホール（学習室他）

蘭学通り商店街と歴史を巡る
・散歩できる履物・服装・
筆記用具

壬生町観光ボランティア
藍田　収　先生

生命の貯蓄体操講師
篠原　良子　先生

マミーポットみぶ
鯉沼　玲子　先生

はなみどり代表
鈴木　節子　先生

壬生民話ふくべの会
飯村　英子　先生他

真岡市「すま・切り絵」
代表
藤田　ヒサ子　先生

北研食育チーム
中里　年昭　先生

下都賀教育事務所
人権担当の先生

生命の貯蓄体操
・マット・飲み物・タオル

花の寄せ植え教室
※材料費１０００円
・ゴム手袋・エプロン

壬生お殿様料理
※材料費５００円
・エプロン・頭おおい

花の寄せ植え1,000円・殿様料理500円・
切り絵500円

おおはし

時　　間

募集人員

会　　場

とちぎの民話に親しむ
・筆記用具

切り絵教室
※材料費５００円
・はさみ・カッター・鉛筆

きのこの話としいたけの育て方
・筆記用具

人権：外国人との共生
※日程等は４月以降に決定

館外研修：那須方面
（カゴメ工場・旧青木家別邸・千本松牧場）

　高齢者対象の学級への参加を通じて、新たな趣味・生きがいを
見つけ、受講生相互の交流を深めます。

※教材費が必要な講座は希望者のみ参加です。
教材費は講座申込受付時に集金します。他の講
座は無料です。

町有バスの定員の都合で、９/18の館外研修につい
ては申込者多数の場合、参加できないことがあります。

あい  だ        おさむ

しのはら        りょうこ

こいぬま         れい  こ

いいむら         ひで  こ

すず   き         せつ  こ

ふじ  た

なかざと　　  としあき

＊申込みは、４月18日（土）午前９時より南犬飼地区公民館

　で受付いたします。

＊各講座とも募集定員になり次第、受付を終了いたします。

＊電話による申込みはできません。

＊代理の方による申込みはできますが、一度に複数の申込

　みはできません。

＊教材費は、釣り銭のないようにお願いいたします。

＊申込者数が少ない場合、講座が中止になる場合があります。

休館：月曜日、火曜日午前、祝日

南犬飼地区公民館南犬飼地区公民館

9：30～11：30

12名

南犬飼地区公民館本館（講堂）

材料代1，500円（全３回分）※申込み時に集金

ペンチ・ニッパ（ご持参できる場合）、鉛筆、カットバン

小箒（壬生箒）作り体験講座

　壬生町の特産品の一つに箒があります。この歴史と伝統ある“箒作り”を

体験してみませんか！とっても便利で可愛らしい自分だけの小箒を作ります。

回 日付 曜日 内            容

時　　間

募集人員

会 　 場

教 材 費

持 参 品

講師　みぶの箒工房　　　　　　　　　　　　田中　正幸　先生

１

２

３

5/22

5/29

6/12

金

ほうき ほうき

こぼうき

こ ぼうき み　 ぶ ほうき

た  なか        まさゆき

プチ箒作り
余った端材料等を利用した可愛らしいプチ箒作り

長さ約25㎝の小箒作り（１回目）
ほうき草（ホウキモロコシ）の穂作りから針金とじまで

長さ約２５㎝の小箒作り（２回目）
ほうき編み上げ・元とじから完成まで

金

金



開花（高齢者）学級
　いつまでも健康で明るく充実した日々を過ごせるように！仲間と

ともに楽しみながら、生きがいづくりや健康づくりに参加しましょう。

回

１

日付 曜日

2

3

4

5

6

7

8

9

10

6/3

7/1

7/29

8/21

10/6

10/9

10/26

12/3

1/13

水

水

水

金

火

金

月

木

水

内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

“大正琴＆オカリナ”の心に響く音色
を聴いてみよう！

閉講式
芸能発表・演芸大会

世代間地域交流「お月見の会」
～子育て支援センターつばめとの連携～

日帰り館外研修　・日光田母沢御用邸記
念公園・太子食品工業日光工場

マジック＆民謡を楽しもう！
（女性セミナーと合同）

グラウンドゴルフ大会

世代間地域交流「七夕の集い」
～子育て支援センターつばめとの連携～

はつらつ・元気ＵＰ！
さわやか“フォークダンス”

講話：おもしろ腹話術による“人権”っ
て何だろう？（女性セミナーと合同）

講話・講座10：00～12：00
日帰り館外研修８：45～16：00

42名（各老人クラブから選出）

南犬飼地区公民館本館（講堂）

実費負担

開講式　講話：壬生史に見る論語のま
ちづくり～全国藩校サミットを目前に
して～（開花学級と合同）

閉講式　日帰り館外研修
・茨城県陶芸美術館（笠間芸術の森公
園）、笠間稲荷神社

日帰り館外研修　・農業生産法人ほし
いも株式会社・国営ひたち海浜公園

健康増進・魅力UP！
さわやか“フォークダンス”

フラワーアレンジメント教室
～あなたの生活空間に潤いを～

講話：おもしろ腹話術による“人権”っ
て何だろう？（開花学級と合同）

マジック＆民謡を楽しもう！
（開花学級と合同）

38名（原則として、全講座を受講できる方）

南犬飼地区公民館本館（講堂）

実費負担

講話・講座10：00～12：00

日帰り館外研修８：45～16：00

女性セミナー

回 日付 曜日 内            容

１

2

7

5/13

5/26

3 6/24

7/29

水

火

水

4

8/21 金5

水6 9/23

10/20 火

水

募集人員

会　　場

教 材 費

時　　間

10：00～12：00

20名

南犬飼地区公民館本館（小会議室）

材料代5，000円（全３回分）※申込み時に集金

雑巾、エプロン、カットバン、新聞紙（２枚）

フラワーアレンジメント教室

　興味はすごくあるけれど、アレンジメントのやり方が分からないと

いう方でも大丈夫です。優しいお花と一緒に過ごす時間を楽しみましょう！

回 日付 曜日 内            容

時　　間

募集人員

会 　 場

教 材 費

持 参 品

講師　ヒビヤフラワーアカデミー登録デザイナー 峰岸美智子 先生

１

２

３

5/23

6/20

7/11

土

9：30～11：30

20名

南犬飼地区公民館分館（調理実習室）

材料代3，500円（全４回分）※申込み時に集金

お米５合（初回のみ）、巻きす、三角巾、エプロン、ふきん

飾り巻き寿司に挑戦しましょう！（１回目）
桃の花寿司・電車寿司の作り方

華やか「飾り巻き寿司」教室

　花柄や動物柄など切り口が絵柄になった「飾り巻き寿司」

を作ります。初めて体験してみたい、自宅で作ってみたい

という方は、基本編から応用編まで順追って学びます。

回 日付 曜日 内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

講師　管理栄養士　　　　　　　　　大沼　スミエ　先生

１

２

３

４

5/28

6/11

6/25

7/9

木

13：30～15：30

30名

南犬飼地区公民館本館（講堂）

無料

フェイスタオル、飲み物、運動靴（スリッパ不可）

動きやすい服装

若返り！健康体操教室

　老若男女どなたでも簡単に、実年齢よりも若々しい心と

健康で太りにくい身体へと導きます。

回 日付 曜日 内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

そ の 他

講師　フィットネスインストラクター　湯川　真澄　先生

１

２

３

４

5

5/20

6/3

6/17

7/1

7/15

水

　女性の視点から様々な分野の知識・教養を学びます。生き生き

と自分らしく、素敵に、有意義に、充実した日々を過ごせるように！

開講式　講話：壬生史に見る論語のまち
づくり～全国藩校サミットを目前にして
～（女性セミナーと合同）

5/13 水

飾り巻き寿司に挑戦しましょう！（２回目）
パンダ巻き・四海巻きの作り方

巻き寿司の基本を覚えましょう！　美味しい酢
飯・かんぴょう煮・卵焼き・細巻き・太巻きの作り方

飾り巻き寿司に入門しましょう！
バラの花寿司・レインボー巻きの作り方

ドライフラワーを使用したフラワーア
レンジ

旬の生花を使用した季節感のあるフラ
ワーアレンジ（１回目）

旬の生花を使用した季節感のあるフラ
ワーアレンジ（２回目）

「椅子に座って行う体操」、「正しい歩き

方」、「リンパマッサージ」により、加齢

に負けにくい心と身体のエクササイズを

実践します。

　　　　　　　　　　　（全５回共通）

ゆ  かわ          ま   すみ

みねぎし  み　ち　こ

おおぬま
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稲葉地区公民館稲葉地区公民館稲葉地区公民館稲葉地区公民館
※申し込みは、４月18日（土）午後１時30分より、
　稲葉地区公民館窓口で受付いたします。
※各講座とも定員になり次第、受付を終了いたし
　ます。
※電話による申し込みはできません。
※教材費は、釣銭のないようにお願いいたします。 休館：月曜日・火曜日午前・祝日

さくら学級

　共に学び、趣味・生きがいを見つけ、活力ある日々を送

りましょう！

回

1

2

3

4

5

6

日付

5/22

6/26

7/31

8/28

9/25

10/19

曜日

金

7 11/13 金

内            容

開講式、健康講話
（壬生町保健師）

いきいき体操
（ラジオ体操・ツボ体操指導員　柴崎享子先生）

人権講話
（下都賀教育事務所講師）

盆栽ミニ講座
（壬生町文化協会盆栽部）

館外研修
（行き先未定）

防災教室
（みぶアクティブクラブ　元木誠先生）

閉講式・演芸大会

40名（60歳以上の方）

稲葉地区公民館（講堂）�    

筆記用具、その他
（講座開催前にお知らせします）

時　　間

持 参 品

ボディメイキング体操

回 日付 曜日 内            容

18：00～19：30

20名

稲葉地区公民館（講堂）�

無料

全身ストレッチ�    

簡単筋力トレーニング＆体操

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

パンとお菓子の教室

講師　ジャパンホームベーキングスクール師範

　手作りパンとお菓子の両方を作ります。
楽しく作って美味しくいただきましょう！

回

1

2

3

4

5

日付

5/20

6/10

6/24

7/8

7/22

水

曜日 内            容

あんぱん
コーヒーぜりー・抹茶のマドレーヌ

ダブルチーズパン�                 
グレープフルーツゼリー

小麦胚芽のコッペパン�                 
ところてん・カップケーキ

簡単米粉ピザ�                 
ソルティーチョコナッツクッキー

調理パン�                 
水ようかん・蒸しパン

エプロン、三角巾、ふきん、
持帰り用容器、筆記用具

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

９：30～12：30

16名

稲葉地区公民館（２Ｆ調理実習室）

申込み時　4，000円

持 参 品

和紙工芸教室

　
講師　　　　　　　　　　　　桐林　和行　先生

　和紙で作る昔の玩具（風車・竹とんぼ）、瓢箪行灯、絵皿
等など趣のある小物です。お部屋飾りにいかがですか？

回

1

2

3

4

5

日付

5/21

6/18

6/25

7/16

7/30

曜日 内            容

９：30～11：30

８名

稲葉地区公民館（２Ｆ研修室）

申込み時　3，000円

筆記用具、はさみ、カッター、定規、カッタ
ーボード、ボンド、へら、千枚通し、きり、
コンパス、新聞紙、ピンセット、セロテープ、
雑巾

ヨガマット（バスタオルでの代用可）�    
飲み物、汗拭きタオル、動きやすい服装

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

実費負担
（盆栽ミニ講座、館外研修）

９：30～11：30
（館外研修８：30～17：00）

募集人員

会　　場

教 材 費

講師　健康運動実践指導者 　　　　赤羽　沙耶　先生

1

2

3

4

5

6

6/2

6/16

6/30

7/7

7/21

8/4

木

火

昔の玩具（風車・竹とんぼ等）

瓢箪を使った行灯

六角絵皿

六角絵皿・ペンケース

ペンケース

月

きりばやし　　かずゆき
関口　浩美　先生
せきぐち　　 ひろ  み

　この講座ではストレッチを中心に行っていきます。更
にご自宅でもできる簡単な筋力トレーニングと体操もご
紹介していきます。姿勢改善したい方、疲れが溜ってい
る方、大歓迎！　いつまでも若くいるためにご自身の身
体と向き合ってみませんか？

あか  ば         さ  や

持 参 品

しばざききょうこ

もと き まこと
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 あなたの逸品とともに、壬生町の良さを発信します。魅力ある品物をお待ちしております。

「壬生らしさ」
みぶブランド、募集！みぶブランド、募集！

募集期間

対 象 者 ㈰食品製造業（酒類製造業を含む）及び工業製品の生産、
　製造並びに卸小売を行う個人、法人又はこれらを営む
　者で組織される法人、団体（任意）であって、壬生町
　内に店舗又は事業所を有する方。
㈪製造又は販売について、関係する法令及び条例により
　許可、認可又は届出の必要がある場合は、当該許可又
　は認可を得た者や当該届出を済ませた方。

産品の条件

応募方法

認定について

お問合せ

審　　査

令和３年３月まで ―通年募集―

７月・11月・３月を予定
下記までお電話にてご相談ください。

壬生町役場  商工観光課観光交流係  電話0282―81―1844  FAX0282―82―1107
（みぶブランド推進協議会事務局）Email  keizai@town.mibu.tochigi.jp

みぶブランド推進協議会が審査を実施し、町長が認定。

〈認定品〉
㈰みぶブランドの募集テーマに合致した産品であ
　ること。
㈪事業者が、その責任において生産又は製造、若
　しくは加工した産品であるもの。
㈫飲食料品であれば、材料の全部又は一部に壬生町
　産の農畜産物を使用しているもの、若しくは　壬
　生町内で生産又は製造、加工されたもの。
㈬食品衛生法等の法的要件を満たしていること。
㈭継続的に消費者へ供給が可能なもの。

〈推奨品〉
㈰みぶブランドの募集テーマに合致した産品であ
　ること。
㈪産品を消費者へ提供することにより、本町の知
　名度向上及び地域経済の発展に寄与する販売実
　績があること。
㈫食品衛生法等の法的要件を満たしていること。
㈬継続的に消費者へ供給が可能なもの。

テーマ
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「
人
権
相
談
」

　

家
庭
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

う
え
で
、
自
分
の
力
で
は
解
決
で

き
な
い
人
権
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
人
権
擁
護
委
員
で
す
。

「
行
政
相
談
」

　

医
療
保
険
、
年
金
、
道
路
な
ど
、

行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

定
期
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
定
期
的
に
開
設
し
て
い

る
ほ
か
、
自
宅
で
も
随
時
受
付
し

て
お
り
ま
す
。
本
町
の
行
政
相
談

員
は
次
の
方
々
で
す
。

相
田
喜
久
夫
氏
☎
（
82
）
０
６
０
３

粂
川　

元
一
氏
☎
（
86
）
３
８
６
９

○
定
期
相
談
日

４
月
16
日
（
木
） 

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

５
月
21
日
（
木
） 

稲
葉
地
区
公
民

館　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

予
約
な
し
で
も
相
談
可
能
で
す

が
、
お
待
た
せ
し
な
い
た
め
に
事

前
予
約
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

◎
問
合
せ

人
権
相
談
…
生
活
環
境
課
く
ら
し

安
心
係　

☎
（
81
）
１
８
２
６

行
政
相
談
…
総
合
政
策
課
情
報
広

報
係　

☎
（
81
）
１
８
１
４

　

ま
た
、
宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃

木
支
局
に
お
い
て
、
毎
週
月
・
水

曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
、
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
常
設
相
談
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

○
日
時　

４
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　

５
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

町
内
在
住　

各
回
５
名

（
先
着
順
）

な
お
、
同
一
の
内
容
の
相
談
は
一

回
限
り
で
す
。　

◎
申
込
・
問
合
せ

４
月
６
日
（
月
）　

午
前
８
時
半
〜 

電
話
申
込
受
付

５
月
11
日
（
月
）　

午
前
８
時
半
〜 

電
話
申
込
受
付

（
福
）
壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
82
）
７
８
９
９

※
国
が
設
立
し
た
法
律
相
談
機
関

『
法
テ
ラ
ス
栃
木
』
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

☎
０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
３
９
５

　　

相
談
に
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ

ま
す
。
相
談
内
容
は
秘
密
が
守
ら

れ
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

５
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

○
場
所�

役
場
ひ
ば
り
館
Ａ
会
議

室◎
問
合
せ　

生
活
環
境
課
く
ら
し

安
心
係 

☎
（
81
）
１
８
２
６

　　　　　
○
日
時　

５
月
12
日
〜
10
月
27
日

（
全
40
時
間
）
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

○
主
催�

（
一
社
）
栃
木
県
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会

○
対
象�

定
員
20
名
（
壬
生
町
以

外
に
お
住
ま
い
の
方
も
対
象
）

○
受
講
料 

５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

○
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
申

込○
申
込
期
間　

４
月
６
日
（
月
）
〜

20
日
（
月
）

◎
申
込
・
問
合
せ　

（
一
社
）
栃
木

県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
８
（
６
２
５
）

４
９
９
０

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
試
験
案
内
は
（
一
財
）
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

■
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

６
月
７
日
（
日
）

○
会
場　

宇
都
宮
市
・
足
利
市
・

小
山
市
・
栃
木
市
・
那
須
塩
原
市
・

真
岡
市

○
受
付
期
間

（
電
子
）４
月
３
日（
金
）〜
14
日（
火
）

（
書
面
）４
月
６
日（
月
）〜
17
日（
金
）

■
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

　

９
月
13
日
（
日
）

○
会
場 

宇
都
宮
工
業
高
等
学
校

○
受
付
期
間

（
電
子
）７
月
３
日（
金
）〜
14
日（
火
）

（
書
面
）７
月
６
日（
月
）〜
17
日（
金
）

■
願
書
配
布
・
受
付
場
所

・
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
栃
木
県
支
部
（
宇
都
宮
市
）

・
県
内
消
防
局
及
び
各
消
防
本
部

※
消
防
設
備
士
試
験
は
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の
み
受
付

◎
問
合
せ

宇
都
宮
市
昭
和
１-

２-

16　

栃
木

県
自
治
会
館
１
階 

（
一
財
）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部

☎
０
２
８
（
６
２
４
）
１
０
２
２
・

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
８
（
６
２
４
）
１
６

５
８

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
生

危
険
物
取
扱
者
等
試
験
案
内

令
和
２
年
度
点
訳
奉
仕
員
養
成
講

座（
初
級
コ
ー
ス
）〜
受
講
生
募
集

壬
生
町
教
育
委
員
会

「
長
期
休
業
中
の
学
習
支
援
事
業

『
学
週
間
』」
及
び
「
放
課
後
学
習

サ
ポ
ー
ト
事
業
」

〜
壬
生
中
学
校
、
南
犬
飼
中
学
校
で

の　

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

大
募
集
〜

お し ら せ

講
座
・
試
験

講
座
・
試
験

募

集

募

集

相

談

相

談

人
権
相
談
･
行
政
相
談

毎
月
第
３
木
曜
日
開
催
定
期
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
特
別
相
談
（
弁
護

士
相
談
）
〜
相
談
無
料
〜

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

相
談
所
を
開
設

あ
い 

だ　

き　

く　

お

く
め
か
わ　
　

も
と
い
ち
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の
学
力
向
上
を
目
的
と
し
て
「
長

期
休
業
中
の
学
習
支
援
事
業
『
学

週
間
』
」
及
び
「
放
課
後
学
習
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
本
事
業
は
、
地
域
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
今
年
で
16
年
目
を

む
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
内
両
中
学
校
を
会
場
に
、
地

域
の
方
々
が
無
償
の　

学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

と
な
り
、
中
学

生
の
学
び
の
機
会
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
学
び
た
い
中
学
生
の
自

主
学
習
を
ご
支
援
い
た
だ
く
と
い

う
事
業
で
す
。
次
代
の
壬
生
町
を

担
う
中
学
生
が
、
地
域
の
方
々
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
学
び
育
っ
て
い

く
本
事
業
は
、
学
力
向
上
面
で
の

効
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、　

地

域
に
支
え
ら
れ
た
自
分　

を
実
感

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
、　

学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア　

を
募
集
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
ご
経
験
・
キ
ャ
リ
ア
等

を
活
か
し
て
中
学
生
の
学
習
を
支

援
し
て
く
だ
さ
る
方
、
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
は
、
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
ま
で
お
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
等
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
期
間　

令
和
２
年
11
月
〜
３
年

２
月
（
予
定
）

○
回
数　

週
に
２
回
程
度

○
時
間
帯　

午
後
４
時
〜
５
時
（
予

定
）

○
場
所　

壬
生
中
学
校
、
南
犬
飼

中
学
校

○
対
象　

中
学
三
年
生

○
教
科　

数
学
、
理
科
、
英
語
（
支

援
可
能
な
教
科
）

○
内
容　

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

生
徒
が
質
問
し
、
講
師
が
答
え
る

自
学
自
習
形
式

○
打
合
せ　

９
月
中
旬
に
、
こ
れ

ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
顔
合
せ
を
兼
ね
た
打

合
せ
を
実
施
予
定
で
す
。
詳
し
い

日
程
は
お
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

○
そ
の
他　

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
の
お
願
い
に
な
り
ま
す
。

ご
支
援
頂
け
る
方
は
、
町
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
ま

す
。

◎
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎
（
81
）
１
８
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
82
）
０
９
３
５

Ｅ
メ
ー
ル

　

○
期
間　

令
和
２
年
７
月
〜
８
月

（
予
定
）

○
回
数　

10
回
程
度
（
２
週
間
）

○
時
間
帯　

午
後
１
時
〜
３
時
（
予

定
）

放
課
後
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業

長
期
休
業
中
の
学
習
支
援
事

業
『
学
週
間
』

お し ら せ

　
　

　
　

gakusyu@
tow

n.m
i

bu.tochigi.jp

令和元年度「学週間」の様子 「放課後学習サポート」の様子

自衛官採用試験のお知らせ

○応募資格�

　22歳以上26歳未満の者

　（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）、

　修士課程修了者等（見込含）は28歳未満の者）

○受付期間�

　令和２年３月１日（日）～同年５月１日（金）

○１次試験日

　令和２年５月９日（土）及び10日（日）

○会場

　別途ご連絡いたします。（県内）

自衛官採用試験のお知らせ

幹部候補生（一般）採用試験
○応募資格�

　18歳以上33歳未満の者

　（32歳の者は採用予定月の末日現在、33歳に 

　達していない者）

○受付期間�

　令和２年３月１日（日）～同年５月15日（金）

○試験日

　令和２年５月23日（土）

○会場

　別途ご連絡いたします。（県内）

一般曹候補生採用試験のお知らせ

◎申込・問合せ　自衛隊小山地域事務所              

　　　　　　　　〒323-0022　栃木県小山市駅東通り1-25-20

　　　　　　　　☎０２８５  （２５）  ４７６３

令和３年３、４月に入隊する幹部候補生を募集します。
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○
場
所　

壬
生
中
学
校
、
南
犬
飼

中
学
校

○
対
象　

全
学
年

○
教
科　

数
学
、
理
科
、
英
語
（
支

援
可
能
な
教
科
）

○
内
容　

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

生
徒
が
質
問
し
、
講
師
が
答
え
る

自
学
自
習
形
式

○
打
合
せ　

６
月
上
旬
に
、
こ
れ

ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
顔
合
せ
を
兼
ね
た
打

合
せ
を
実
施
予
定
で
す
。
詳
し
い

日
程
は
お
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

○
そ
の
他　

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
の
お
願
い
に
な
り
ま
す
。

ご
支
援
頂
け
る
方
は
、
町
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
ま

す
。

　

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
新
規
会
員
の
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
関
心
を
お
持

ち
の
方
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
わ

れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

５
月
１
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜

○
場
所�

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
研
修
室
（
町
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
南
西
）

○
対
象　

・
壬
生
町
に
お
住
ま
い
で
、
原
則

60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方

（
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
、
賛
同
さ
れ
る
方

○
説
明
会
内
容　

入
会
資
格
説
明
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
説

明
、
入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
・

質
疑
（
約
１
時
間
弱
）

長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
た

元
大
工
等
の
会
員
が
技
と
心
で
研

き
ま
す
。

○
日
時
及
び
場
所

５
月
12
日
（
火
） 

　

役
場
本
庁
舎
（
駐
車
場
北
西
側 

　

車
庫
）

５
月
19
日
（
火
）

　

南
犬
飼
出
張
所
（
入
口
東
側 

　

自
転
車
置
場
）

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
料
金　

菜
切
り
包
丁
３
０
０
円

・
出
刃
４
０
０
円 

剪
定
ハ
サ
ミ

４
５
０
円　

刈
込
ハ
サ
ミ
・
ナ
タ

５
０
０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、

割
り
増
し
（
状
況
に
よ
り
１
０
０

円
〜
５
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　

（
公
社
）
壬
生
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
（
82
）
４

６
８
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
82
）
４
６
８
７

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
左
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

メ
ー
タ
ー
器
及
び
ボ
ッ
ク
ス
に
つ

い
て
は
、
お
客
様
に
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

○
期
間　

５
月
１
日
（
金
）
〜
10
日

（
日
）

○
特
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
事

項・
期
間
中
、
犬
は
出
入
口
や
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所
に

つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
鉄

板
、
資
材
、
植
木
鉢
、
車
、
洗
濯

機
な
ど
）

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き

れ
い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
水
、
砂
、
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
）

・
家
屋
の
増
改
築
の
際
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

【
宅
内
漏
水
に
ご
注
意
を
！
】

　

床
下
な
ど
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

漏
水
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
と
き
ど
き
水
道
メ
ー
タ
ー

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
漏
水

を
発
見
し
た
場
合
は
、
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
、

早
急
に
修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
修
理
費
用
は
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。
）

放
射
性
物
質
測
定
結
果
に
つ
い
て

３
ヶ
月
に
１
度
、
水
道
水
の
放
射

性
物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
結

果
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
随
時
公
表
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　

水
道
課　

☎
（
82
）
２

２
６
０
（
徴
収
事
務
受
託
者　
　

日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

○
農
業
集
落
排
水
を
使
用
さ
れ
て

い
る
ご
家
族
に
転
入
・
転
出
・
転

居
・
出
生
・
死
亡
等
の
異
動
が
あ

っ
た
場
合
、
使
用
人
数
の
変
更
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
場
合
は
、
「
使
用
水
・
世
帯
人

員
変
更
届
」
を
提
出
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

使
用
水
・
世
帯
人
員（
使
用
人
数
）

に
つ
い
て

例
１　

町
外
に
住
民
登
録
し
て
い

　
　
　

る
が
、
農
業
集
落
排
水
を

　
　
　

使
用
す
る
壬
生
町
内
の
住

　
　
　

宅
で
生
活
し
て
い
る
方
は
、

　
　
　

使
用
人
数
に
含
ま
れ
ま
す
。

例
２　

壬
生
町
内
に
住
民
登
録
し

　
　
　

て
い
る
が
、
町
外
の
下
宿
・

　
　
　

居
宅
・
寮
等
で
生
活
し
て

　
　
　

い
る
方
や
施
設
等
に
入
所

　
　
　

中
の
方
は
、
使
用
人
数
に

　
　
　

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

例
３　

治
療
・
手
術
等
に
よ
る
一

　
　
　

時
的
入
院
や
短
期
の
旅
行

　
　
　

等
に
よ
る
不
在
は
、
人
数

　
　
　

変
更
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

農
業
集
落
排
水
使
用
料
は
使
用

人
数
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

人
数
変
更
が
あ
っ
た
際
は
届
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の

お
知
ら
せ

お し ら せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
新
規
会

員
の
入
会
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ
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農
業
集
落
排
水
の
使
用
人
数

変
更
等
の
届
出
に
つ
い
て



○
農
業
集
落
排
水
の
施
設
所
有
者

や
設
備
使
用
者
に
同
様
の
異
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、
「
施
設
所
有
者

変
更
届
」
・
「
設
備
使
用
者
変
更

届
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
を
新
規
に

使
用
開
始
し
た
り
、
使
用
し
て
い

た
方
が
す
べ
て
転
出
や
死
亡
し
た

場
合
は
、
使
用
開
始
・
休
止
等
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
各
申
請
様
式
に
つ
い
て
は
、
町

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
下
水
道
課
集
落
排
水
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　

下
水
道
課
集
落
排
水

係　

☎
（
81
）
１
８
４
１

１
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

２
散
歩
中
は
引
き
綱
を
つ
け
、
ふ

ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

３
所
有
者
の
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

（
首
輪
等
に
名
札
や
鑑
札
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
）

４
な
き
ぐ
せ
が
あ
る
場
合
は
獣
医

師
に
相
談
し
、
し
つ
け
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
愛
犬
は
大
切
な
家
族
の
一
員
で

す
。
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
大

切
に
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

◎
動
物
に
関
す
る
ご
相
談

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８
（
６
８
４
）
５
４
５
８

◎
届
出
、
問
合
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

☎
（
81
）
１
８
３
４

　　

町
で
は
、
犬
猫
の
適
正
な
飼
養

を
促
す
と
と
も
に
、
野
良
犬
・
野

良
猫
の
増
加
を
抑
制
し
、
町
民
の

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
、
町
民
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼

っ
て
い
る
犬
及
び
猫
の
不
妊
手
術

費
用
の
一
部
補
助
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
補
助
対
象
と
な
る
方

　

以
下
の
１
〜
５
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

１　

町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録

の
あ
る
方

２　

町
内
に
お
い
て
、
メ
ス
犬
ま

た
は
メ
ス
猫
を
飼
っ
て
い
る
方
（
た

だ
し
、
販
売
目
的
に
飼
っ
て
い
る

場
合
を
除
く
）

３　

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

４　

令
和
２
年
度
中
に
獣
医
師
に

よ
り
不
妊
手
術
を
受
け
る
こ
と

５　

メ
ス
犬
の
場
合
、
町
へ
の
登

録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
（
１
年

以
内
）
を
受
け
て
い
る
こ
と

○
補
助
金
額
（
１
頭
あ
た
り
）

メ
ス
犬　

５
，

０
０
０
円

メ
ス
猫　

４
，

０
０
０
円

※
た
だ
し
、
毎
年
度
１
世
帯
に
つ

き
メ
ス
犬
及
び
メ
ス
猫
そ
れ
ぞ
れ

１
頭
ま
で
。

○
申
請
方
法

　

手
術
日
か
ら
30
日
以
内
に
次
の

書
類
を
町
生
活
環
境
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
の
提
出
も
で
き
ま
す
が
、

書
類
に
不
備
等
が
あ
る
場
合
、
補

正
に
お
越
し
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。

①
申
請
書
兼
請
求
書
（
証
明
欄
に

手
術
を
実
施
し
た
獣
医
師
の
証
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
）

②
領
収
書
の
写
し
（
診
療
明
細
書

で
も
申
請
可
能
で
す
が
、
獣
医
師

か
ら
領
収
済
み
の
捺
印
を
貰
っ
て

く
だ
さ
い
）　

③
補
助
金
振
込
先
の
通
帳
１
ペ
ー

ジ
目
（
名
前
が
カ
タ
カ
ナ
で
印
刷

さ
れ
た
ペ
ー
ジ
）
の
写
し

○
対
象
期
間
及
び
受
付
期
間
（
令

和
２
年
度
分
）

対
象
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日

〜
令
和
３
年
３
月
31
日

受
付
期
間 

手
術
日
か
ら
30
日
以

内※
た
だ
し
、
町
の
予
算
額
に
達
し

た
場
合
は
、
年
度
途
中
で
も
受
付

を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
注
意
事
項

※
対
象
と
な
る
の
は
、
メ
ス
犬
及

び
メ
ス
猫
の
み
で
す
。
（
オ
ス
は

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

※
申
請
者
に
町
税
等
の
滞
納
が
あ

る
場
合
は
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

※
申
請
か
ら
補
助
金
の
振
込
ま
で
、

お
よ
そ
１
か
月
か
か
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境
保

全
係　

☎
（
81
）
１
８
３
４　

　

土
砂
等
の
埋
立
て
、
盛
土
を
行

う
場
合
、
ま
た
、
他
の
場
所
へ
の

搬
出
を
行
う
目
的
で
土
砂
等
の
た

い
積
を
行
う
場
合
は
、
土
砂
等
に

汚
染
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
許
可
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
許
可
が
必
要
と
な
る
場
合
は

　

事
業
者
が
、
外
部
か
ら
搬
入
し

た
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
、

盛
土
を
行
う
面
積
が
５
０
０
㎡
以

上
３

，

０
０
０
㎡
未
満
の
場
合
、

ま
た
、
他
の
場
所
へ
の
搬
出
を
目

的
と
し
て
土
砂
等
の
た
い
積
を
行

う
場
合
は
、
町
へ
の
許
可
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

・
土
砂
等
と
は
、
土
砂
及
び
こ
れ

に
混
入
し
、
ま
た
は
吸
着
し
た
も

の
を
言
い
ま
す
。

・
製
品
の
製
造
ま
た
は
加
工
の
た

め
の
原
材
料
の
た
い
積
は
除
外
さ

れ
ま
す
。

・
埋
立
て
、
盛
土
を
行
う
面
積
が

３
，

０
０
０
㎡
以
上
は
県
の
条
例

の
適
用
を
受
け
ま
す
の
で
、
小
山

環
境
管
理
事
務
所
☎
０
２
８
５
（

22
）
４
３
０
９
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

○
他
法
令
の
許
可
等
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
土
砂
等
を
搬
入
す
る
と
き
は
届

出
が
必
要
で
す

　

事
業
者
が
、
許
可
後
、
土
砂
等

お し ら せ

近
所
の
方
か
ら
愛
犬
が
き
ら

わ
れ
な
い
た
め
に

令
和
２
年
度　

犬
猫
の
不
妊

手
術
費
補
助
金
に
つ
い
て

４・５月

６・７月

８・９月

10・11月

12・１月

２・３月

納期限・口座振替日納期月

令和２年度　農業集落排水使用料　納期一覧

令和２年６月１日（月）

令和２年７月31日（金）

令和２年９月30日（水）

令和２年11月30日（月）

令和３年２月１日（月）

令和３年３月31日（水）

土
砂
等
の
埋
立
て
に
は
許
可

が
必
要
で
す

35



を
搬
入
す
る
と
き
は
、
土
砂
の
採

取
場
所
ご
と
、
か
つ
５
，

０
０
０

㎥
ご
と
に
、
「
土
砂
等
発
生
元
証

明
書
」
及
び
「
地
質
分
析
結
果
証

明
書
（
計
量
証
明
書
）
」
を
添
付

し
て
「
土
砂
等
搬
入
届
」
を
町
に

提
出
し
、
搬
入
す
る
土
砂
等
が
安

全
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
完
了
し
た
と
き
は
届
出
と
検
査

が
必
要
で
す
。

　

事
業
者
は
、
土
砂
等
の
搬
入
終

了
後
、
町
に
「
完
了
届
」
を
提
出

し
、
水
質
検
査
及
び
地
質
検
査
を

実
施
し
て
、
土
壌
汚
染
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境
保

全
係　

☎（
81
）
１
８
３
４　

　　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の

ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」
の

令
和
２
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は

現
在
の
９
・
92
％
か
ら
９
・
88
％
へ

引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
率
は
現
在
の
１
・
73

％
か
ら
１
・
79
％
へ
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。
変
更
時
期
は
令
和
２

年
４
月
納
付
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
健
康
保
険
料
率　

９
・
92
％　

↓　

９
・
88
％
（
‐
０
・
04
％
）　

■
介
護
保
険
料
率
※　

１
・
73
％

↓　

１
・
79
％　

（
+
０
・
06
％
）

※
40
歳
か
ら
64
歳
の
方
は
、
介
護

保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は

　
　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　

協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支

部
☎
０
２
８
（
６
１
６
）
１
６
９
２

　

令
和
元
年
８
月
の
大
雨
災
害
に

よ
り
、
佐
賀
県
に
多
く
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

で
は
、
下
記
の
と
お
り
義
援
金
の

受
付
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
受
付
期
間　

令
和
２
年
８
月
31
日

（
月
）ま
で

○
受
付
窓
口　

町
社
会
福
祉
協
議
会

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

○
銀
行
振
込
に
よ
る
受
付

■
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行

１
金
融
機
関
と
口
座
番
号
（
以
下

　

の
金
融
機
関
で
振
込
手
数
料
無

　

料
の
専
用
「
振
込
依
頼
書
」
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
）

　

・
足
利
銀
行　

県
庁
内
支
店

　

（
普
）
１
７
５
５
９

　

・
栃
木
銀
行　

本
店

　

（
普
）
１
４
０
３
４
５
３

２
口
座
名
義
（
い
ず
れ
の
金
融
機

　

関
も
共
通
）

　

・
日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支
部

３
振
込
依
頼
書
に
義
援
金
名
称
を

　

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
 

１　

口
座
番
号

「
０
０
１
２
０
‐
７
‐
６
９
６
９

７
５
」

２　

加
入
者
名　

「
日
赤
令
和
元

年
８
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」

◎
問
合
せ　

日
本
赤
十
字
社
壬
生

町
分
区
（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
（
82
）
７
８
９
９

　

家
内
労
働
法
第
26
条
、
同
法
施

行
規
則
第
23
条
に
よ
り
、
家
内
労

働
者
（
内
職
者
）
へ
業
務
を
委
託

し
た
場
合
に
は
遅
滞
な
く
、
そ
れ

以
後
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
委

託
状
況
に
つ
い
て
、
４
月
30
日
ま

で
に
労
働
基
準
監
督
署
を
経
由
し

て
栃
木
労
働
局
に
委
託
状
況
届
を

提
出
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室　

☎
０
２
８
（
６

３
４
）
９
１
０
９

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
栃

木
労
働
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
御

活
用
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

対
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
下
記
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
軽
自
動
車
等
に
つ

い
て
は
、
「
商
品
で
あ
っ
て
使
用

し
な
い
軽
自
動
車
等
（
登
録
番
号

又
は
標
識
番
号
を
有
す
る
も
の
）
」

と
し
て
、
申
請
に
も
と
づ
き
当
該

年
度
の
課
税
を
免
除
い
た
し
ま
す
。

○
課
税
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
者

・
申
請
時
に
お
い
て
、
町
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
。

○
課
税
免
除
と
な
る
軽
自
動
車
等

の
範
囲

・
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
に
取

得
し
て
い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
。

・
商
品
車
（
販
売
を
目
的
と
し
て

取
得
）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

貸
付
を
目
的
と
し
て
取
得
し
た
も

の
は
除
く
。

・
使
用
し
な
い
（
販
売
を
目
的
と

し
て
一
定
の
場
所
に
置
か
れ
た
）

軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と
。

※
販
売
用
の
車
両
で
あ
っ
て
も
、

年
間
の
走
行
距
離
が
著
し
く
多
い

場
合
は
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
試
乗
、
回

送
、
代
用
車
と
し
て
利
用
す
る
等
、

自
走
し
て
公
道
を
走
行
す
る
車
両

は
減
免
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

○
課
税
免
除
の
手
続
き

　

毎
年
、
賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）

後
か
ら
15
日
ま
で
に
、
「
壬
生
町

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
課
税
免
除

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

古
物
商
許
可
証
の
写
し
と
課
税
免

除
を
希
望
す
る
車
両
の
車
検
証
の

写
し
を
添
付
し
て
、
税
務
課
諸
税

係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　

税
務
課
諸
税
係

☎
（
81
）
１
８
７
９
・
１
８
１
９

令
和
２
年
度「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の
提

出
は
４
月
30
日
ま
で

商
品
で
あ
っ
て
使
用
し
な
い
軽
自

動
車
等
の
課
税
免
除
に
つ
い
て

「
令
和
元
年
８
月
豪
雨
災
害
義
援

金
」の
受
付
期
間
延
長
に
つ
い
て

お し ら せ

http://w
w

w
.kyoukaikenpo.or

.jp/
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お し ら せ

　特殊詐欺対策電話機等を購入した65歳以上の方がいる世帯を対象に、その購入費の一部を補助い

たします。

　※特殊詐欺対策電話機等とは

　　　自動応答録音装置などを備えた特殊詐欺への対策機能を有する電話機または固定電話機に接

　　続する補助機のことです。

○対象　

　次の要件をすべて満たす方が補助の対象になります。

　・壬生町に居住し、 かつ壬生町の住民基本台帳に登録されている65歳以上の方又は同一世帯の世帯員

　・令和２年４月１日以降に特殊詐欺対策電話機等を購入していること

　・世帯員全員に町税の滞納がないこと

○補助金額

　購入費の２分の１以内（100円未満切り捨て）ただし、上限額は5，000円

　※補助金の交付は１世帯１回限りです。

○申請方法

　特殊詐欺対策電話機等を購入後、生活環境課（壬生町役場本庁）で申請してください。

　※申請者は対象者本人、または同一世帯のご家族とします。※出張所では申請することができません。

○申請に必要なもの

　・補助金交付申請書（窓口で交付します。町公式ウェブサイトからダウンロードもできます。）

　・領収書原本（購入者の氏名、品名、品番および日付の記載のあるもの）

　・購入した機器の機能が確認できる書類（カタログまたは説明書等の写し）

　・印鑑　・申請者の通帳

◎問合せ　生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

昭和56年５月以前に建てられた木造住宅にお住まいの皆様へ

◎問合せ　都市計画課都市計画係　☎（81）1853

　昭和56年（1981年）５月以前に建てられた住宅は、

旧耐震基準で設計されているため、地震の際に倒

壊する危険性が高いとされています。

　そのため町では、これらの住宅の耐震化を支援

するため、耐震診断、耐震改修、耐震建替えに対

する補助事業を実施しています。

※補助制度をご利用の際は、申請手続きが必要に

　なります。また詳しい補助の要件等もございま

　すので、事前に町都市計画課へお問い合わせく

　ださい。

耐震補助金のお知らせです

特殊詐欺対策電話機等購入費の一部を補助します特殊詐欺対策電話機等購入費の一部を補助します

耐震補助金のお知らせです

まずは耐震診断を受けてみましょう

①耐震診断（補助限度額２万円）

診断の結果、地震によって倒壊の恐れあり

②補強計画策定込み
改修工事

（補助限度額100万円）

③建替工事
（補助限度額100万円）

今の住宅に住み続けたい 新しく建替えたい

さらに　建替え後の住宅が木造であり、
10㎥以上の県産出材を使用する場合

10万円を加算します

学　校　名 実　施　日 雨天の場合

10月10日（土）

10月10日（土）

10月17日（土）

10月10日（土）

10月10日（土）

10月17日（土）

５月23日（土）

10月10日（土）

５月16日（土）

６月20日（土）

壬生小学校

藤井小学校

壬生東小学校

睦小学校

稲葉小学校

羽生田小学校

壬生北小学校

安塚小学校

壬生中学校

南犬飼中学校

10月11日（日）

10月11日（日）

10月18日（日）

10月11日（日）

10月11日（日）

10月18日（日）

5月24日（日）

10月11日（日）

５月17日（日）

６月21日（日）

　令和２年度の町内小中学校

の運動が下記日程にて開催さ

れますのでご案内いたしま

す。高齢者の皆様のお席を用

意しておりますので、ぜひご

参観頂き子どもたちへの声援

をお願いいたします。

高齢者の皆様へ
町内各小中学校運動会のご案内

高齢者の皆様へ
町内各小中学校運動会のご案内

◎問合せ　学校教育課学校教育係　☎（81）1870
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お し ら せ

ブロック塀等の撤去費補助制度についてブロック塀等の撤去費補助制度について

　デマンドタクシー“みぶまる”は、乗合運行によって町内のお好き

な場所まで送迎する、地域の公共交通です。

　通院, 買い物, 趣味, 娯楽など利用目的は問いませんが、乗合運行の

ため、「○時○○分までに○○に到着したい」、「○時までに迎えに

来て」というご要望には、お応え出来ませんので、ご利用の際にはご

注意下さい。

　みぶまるの利用にあたっては、事前登録が必要になります。ご利用

される方は、『みぶまる予約受付センター』（☎（81）1132）にお電話

ください。

【利用料金】

【運 行 日】
【運 行 便】

【運 休 日】
【予約期限】

【車　　両】

中学生以上300円　小学生100円　未就学児無料
※お支払は現金もしくはみぶまる利用券となります。
　乗車の際に運転手にお渡しください。
毎週月̃金曜日
午前の便（８、９、10、11、12時）
午後の便（１、２、３、４時）
土・日・祝日（年末年始12/29～１/３）
利用予定日の１週間前から利用日の１時間前までです。
午前８、９時の便は、前日の午後５時までの予約となります。
セダン型タクシー（最大４名の乗車が可能です。）

◎問合せ：総合政策課 企画調整係　☎（81）1813

デマンドタクシー“みぶまる”のご利用案内

　平成30年に発生した大阪府北部地震でのブロック塀倒壊事故を受け、住民の安全確保を目的に、

倒壊の危険性のあるブロック塀等の撤去費を補助します。

○補助内容

　　ブロック塀等の点検チェックポイントでひとつでも不適合があるブロック塀等の撤去費を最大

　10万円補助します。

　〈対象地区〉

・指定避難所周辺　・用途地域内　・各小学校の通学路

※補助制度ご利用の際には申請手続きが必要になります。また、詳しい補助の要件等もございます

　ので、事前に町都市計画課 ☎（81）1853 へお問合せください。

デマンドタクシー“みぶまる”のご利用案内
　

令
和
２
年
度
の
健
康
の
貯
金
箱

が
４
月
１
日
か
ら
紙
版
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
健
康

福
祉
課
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

稲
葉
出
張
所
、
南
犬
飼
出
張
所
に

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
様
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
は
こ
ち
ら
か
ら
←

◎
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
健
康
増

進
係　

☎
（
81
）
１
８
８
５

み
ぶ
ま
ち
健
康
の
貯
金
箱
が
始
ま
り
ま
し
た

み
ぶ
ま
ち
健
康
の
貯
金
箱
が
始
ま
り
ま
し
た

　利用方法を
正しく守って、
みぶまるを
　使ってね。
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お し ら せ

◆出演予定伝統芸能団体◆

伝統芸能の演奏（各団体）、おはやし体験コーナー
模擬店、手打ちそばなどの販売

国谷・上田五段囃子保存会

西高野・中泉五段囃子保存会

藤井かんぴょう音頭保存会

国谷太々神楽保存会

北小林太々神楽保存会

福和田・安塚五段囃子保存会

下馬木・助谷五段囃子保存会

鯉沼五段囃子保存会

主　催　壬生町教育委員会

共　催　壬生町無形民俗文化財連絡協議会・みぶまち地域活性化21

開催日時
５月３日（日）　午前９時～午後４時

場　　所
みぶハイウェイパーク（道の駅みぶ）イベント広場

◆イベントコーナー◆
売店＊手打ち蕎麦、各種食べ物の模擬店

体験コーナー＊おはやし体験教室
おはやし保存会の会員がやさしく指導いたします。

第５回「みぶ郷土芸能フェスタ」

INみぶハイウェイパーク

第５回「みぶ郷土芸能フェスタ」

INみぶハイウェイパーク

　出生や死亡、死産があった場合や、婚姻、離婚をされた方にはそれぞれ「出生届」「死亡届」「死産

届」「婚姻届」「離婚届」を市区町村の窓口に提出していただいております。

　また、５年に一度、国勢調査の行われる年度には、「人口動態調査（職業・産業）」の実施に伴い、

職業の記入も（死亡届には産業の記入も）お願いしております。

　届出は厚生労働省が実施している「人口動態調査」として、出生・死亡・死産・婚姻・離婚の状況が

調査され、調査結果は、公衆衛生、労働衛生、社会福祉など各施策のための重要な基礎資料として活用

されています。

　人口動態調査で使用する情報は統計法により、厳しく守られておりますので、安心してご記入ください。

令和２年度に出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出をされる方へのお願い

各届書の届出をされるときに、それぞれ職業をご記入ください。

【記入例】・医師・教員など……………………「専門・技術職」

　　　　　・一般事務員など……………………「事務職」

　　　　　・販売店員・営業職従業者など……「販売職」

　　　　　・美容師・ホームヘルパーなど……「サービス職」

※死亡届にはこのほか、「農業」「建設業」「製造業」「不動産業」といった産業も併せてご記

　入ください。

　届出をする市区町村役場の窓口に「出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出をされる方にお

　願い（職業･産業例示表）」を備え付けていますので、ご参考の上、記入をお願いいたしま

　す。また、わからない場合は、窓口でおたずねください

対象

調査
方法

令和２年４月１日から令和３年３月31日までの出生・死亡・死産・婚姻・離婚
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栃
木
県
は
、
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
、
洪
水
の
危
険
性
が
高
ま

っ
た
と
き
に
、
住
民
の
皆
様
に
危

険
な
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
「
緊

急
速
報
メ
ー
ル
（
＝
エ
リ
ア
メ
ー

ル
＝
発
信
対
象
地
域
に
お
住
い
の

方
で
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
全

員
に
一
斉
に
強
制
受
信
さ
せ
、
情

報
を
届
け
る
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
）
」

の
配
信
を
始
め
ま
す
。
県
の
配
信

に
あ
た
り
、
以
下
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
こ
の
メ
ー
ル
は
、
あ
く
ま
で
も

県
が
河
川
の
水
位
情
報
や
被
害
発

生
情
報
を
発
信
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
目
的
と
し
て
は
、
各
市
町

の
防
災
情
報
に
加
え
て
、
県
が
情

報
を
配
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
が
差
し
迫
っ
て
い
る
と
い
う
危

機
感
を
住
民
の
皆
様
に
よ
り
感
じ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
迅
速
な
避
難

行
動
を
心
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
逃
げ
遅
れ
防
止
を
図
る
も
の

で
す
。

・
県
の
配
信
が
行
わ
れ
る
の
は
、

『
河
川
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
』
も

し
く
は
『
河
川
氾
濫
が
発
生
し
た
』

の
２
つ
の
場
合
で
す
。
（
壬
生
町

の
河
川
＝
姿
川
・
黒
川
・
思
川
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
氾
濫
し
た
場

合
の
浸
水
被
害
等
は
壬
生
町
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
内
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

・
壬
生
町
も
同
様
に
壬
生
町
防
災

メ
ー
ル
（
登
録
制
）
や
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
配
信
す
る
た
め
、
ど
う

し
て
も
栃
木
県
緊
急
速
報
メ
ー
ル

と
重
複
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
方
に
つ
い
て
は
、
慌
て
ず
、

メ
ー
ル
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
早
め
の
避
難
行
動
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

・
ま
た
、
避
難
情
報
（
避
難
勧
告

や
避
難
指
示
）
は
壬
生
町
が
発
令

す
る
も
の
で
あ
り
、
栃
木
県
が
発

令
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
合
せ　

栃
木
県
県
土
整
備
部 

河
川
課
県
土
防
災
対
策
班　

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
５
５
１
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お し ら せ

洪
水
情
報
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
配
信
開
始

　

品
質
の
よ
い
麦
を
生
産
す
る
た

め
、
病
害
（
赤
か
び
病
）
防
除
の

目
的
で
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
農
薬
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
日
（
予
定
）　

麦
の
生
育
状

況
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

４
月
23
日（
木
）、
５
月
12
日（
火
）、

５
月
13
日
（
水
）
、
５
月
19
日
（
火
）

雨
天
・
強
風
・
濃
霧
の
場
合
順
延

○
実
施
場
所　

町
内
全
域
の
ほ
場

（
赤
札
が
立
っ
て
い
る
麦
類
作
付

圃
場
）

○
実
施
時
間　

午
前
６
時
〜

○
使
用
農
薬　

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ゾ

ル
（
普
通
物
）

○
散
布
方
法　

地
上
３
ｍ
前
後
の

高
さ
で
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

り
散
布
し
ま
す
。

○
ご
協
力
の
お
願
い

・
散
布
中
は
接
近
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

・
自
動
車
に
か
か
っ
た
場
合
に
は

水
洗
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
散
布
近
く
の
家
屋
で
は
、
散
布

中
は
窓
を
閉
め
て
下
さ
い
。
ま
た
、

洗
濯
物
は
屋
内
に
入
れ
て
下
さ
い
。

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
麦
類
共
同
防

除
の
お
し
ら
せ

洪
水
情
報
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
配
信
開
始



※
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

壬
生
地
区
共
同
防
除

協
議
会　

下
野
農
業
協
同
組
合
壬

生
地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

☎
（
82
）
１
１
０
３

　

固
定
資
産
税
は
、
令
和
２
年
１

月
１
日
現
在
、
壬
生
町
内
に
土
地
・

家
屋
及
び
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

納
期
は
年
４
回
で
、
令
和
２
年
度

は
４
月
30
日
（
第
１
期
）
、
７
月
31

日
（
第
２
期
）
、
12
月
25
日
（
第
３

期
）
、
翌
年
３
月
１
日
（
第
４
期
）

と
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
途
中
で
所
有
者
が

変
わ
っ
て
も
、
令
和
２
年
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
の
方
に
納
め
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
の
途
中
で
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
も
、
令

和
２
年
１
月
１
日
で
存
在
し
て
い

れ
ば
そ
の
家
屋
は
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
の
都
市
計

画
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
問
合
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
（
81
）
１
８
１
８

○
日
時　

４
月
18
日
（
土
）
〜
６
月

28
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日　

月
曜
日
（
５
月
４
日
、

６
月
15
日
は
開
館
）
、
５
月
７
日

（
木
）
、
６
月
16
日
（
火
）

◎
問
合
せ　

栃
木
県
立
美
術
館

☎
０
２
８
（
６
２
１
）
３
５
６
６

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
お
話

し
相
手
を
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　

４
月
14
日
（
火
）　
　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
参
加
費　

無
料

○
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
問
合
せ　

壬
生
町
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」

☎
（
82
）
３
９
０
２　

佐
藤
方

町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
82
）
７

８
９
９

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所

で
す
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
（
内
容
は
そ
の
日

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
）

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご
み

ま
し
ょ
う
。

○
日
時　

４
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　

１
０
０
円

○
場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
元

気
」
内　

地
域
交
流
室

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
（
81
）
１
８
７
６
・
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
（
内
容
は
そ
の
日
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
）

　

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

４
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　

１
０
０
円

○
場
所　

し
も
つ
け
荘
内　

地
域

交
流
サ
ロ
ン

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
（
81
）
１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９　
　
　

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
な

か
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
最
後
ま

で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て

行
く
た
め
に
は
、
お
互
い
に　

さ

さ
え
あ
う　

地
域
づ
く
り
が
必
要

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の　

さ
さ
え
あ
う　

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
、
地

域
づ
く
り
勉
強
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
日
頃
の
生
活
で
感

じ
て
い
る
こ
と
、
ご
近
所
で
気
に

な
る
人
、
今
後
の
不
安
な
ど
を
共

有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時 

５
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

壬
生
南
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
圏
域
（
壬
生
中
学

校
区
）
に
お
住
ま
い
の
方
。

○
申
込　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

介
護
保
険
係　

☎（
81
）１
８
７
６
・

１
８
７
７

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

41

お し ら せ

栃
木
県
立
美
術
館
企
画
展

「
親
と
子
で
み
る
世
界
の
美
術
」

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
は
４
月
６
日（
月
）

に
発
送
で
す

介

護

介

護

地
域
づ
く
り
勉
強
会
の
お
し

ら
せ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
福
来（
ふ

っ
く
）ら
」の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」が
贈
る
サ
ロ
ン

『
こ
ら
っ
せ
』の
開
催
に
つ
い
て

第
１
回
地
域
づ
く
り
勉
強
会（
壬

生
中
学
校
区
）の
開
催
に
つ
い
て



○
日
時　

５
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所�

し
も
つ
け
荘
内　

地
域

交
流
サ
ロ
ン

○
対
象　

壬
生
北
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
圏
域
（
南
犬
飼
中

学
校
区
）
に
お
住
ま
い
の
方
。

○
申
込　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

介
護
保
険
係

☎
（
81
）
１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９

　　　　　

初
め
て
の
方
も
安
心
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　

壬
生
町
総
合
運
動
場
内
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
、
初
心
者
の

方
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
毎
月
３
回
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日
を
設
け

て
い
ま
す
。
４
月
、
５
月
は
以
下

の
と
お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時

・
４
月
14
日
（
火
）　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・
４
月
19
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・
４
月
23
日
（
木
）　

午
後
３
時
〜

７
時

・
５
月
12
日
（
火
）　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・
５
月
17
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・
５
月
28
日
（
木
）　

午
後
３
時
〜

７
時

○
使
用
料
金

・
使
用
料
金 

一
人
に
つ
き
１
時

間
１
５
０
円

（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
は
１
時
間
１
０
０
円
）

使
用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

◎
申
込
・
問
合
せ 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
☎
（
82
）
２
３
４
５

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
町
民
の

皆
様
方
の
健
康
増
進
と
親
睦
を
は

か
る
た
め
、
令
和
２
年
度
、
壬
生

町
長
杯
第
１
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

５
月
11
日
（
月
）

　

小
雨
順
延
（
午
前
８
時
に
決
定

し
ま
す
）

　

延
期
の
場
合
は
５
月
18
日
（
月
）

に
実
施

○
場
所　

壬
生
町
総
合
運
動
場　

Ｂ
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
集
合
締
切
時
間　

午
前
８
時
30

分○
参
加
資
格　

壬
生
町
在
住
の
方

○
申
込
方
法　

当
日
会
場
に
て
受

　

付
○
参
加
料　

６
０
０
円
（
協
会
登

録
者
は
無
料
）

○
協
会
へ
の
登
録　

　

年
間
会
費
４

，

０
０
０
円

（
内
訳
）
町
協
会
費
２

，

５
０
０

円 

県
協
会
費
１

，

０
０
０
円

公
益
社
団
法
人
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
費
５
０
０
円　

○
持
参
品　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
用
品
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
申

し
出
て
く
だ
さ
い
）

◎
問
合
せ　

主
催 

壬
生
町
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会　
　
　
　

　

会
長　

日
向
野
有
功

　

☎
（
82
）
０
１
８
４

　

副
会
長　

星
野
ト
ヨ

　

☎
（
82
）
１
８
８
７

○
期
日
（
派
遣
期
間
）　

10
月
22
日

（
木
）
〜
27
日
（
火
）

※
大
会
期
日　

10
月
24
日
（
土
）
〜

26
日
（
月
）

○
募
集
競
技

１
陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
）

２
水
泳
（
身
体
・
知
的
）

３
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
・

　

知
的
）

４
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）

５
卓
球
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

　

（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
（
身

　

体
）
を
含
む
）

６
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
知
的
）

○
申
込
期
間　

４
月
21
日
（
火
）
〜

５
月
19
日
（
火
）

○
開
催
地　

鹿
児
島
県

○
募
集
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で
13

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障

害
者
、
精
神
障
害
者

②
栃
木
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る

方
及
び
栃
木
県
外
に
住
所
を
有
す

る
方
で
、
栃
木
県
に
所
在
す
る
施

設
や
学
校
等
に
入
所
及
び
通
所
並

び
に
通
学
し
て
い
る
方
。

③
日
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取

り
組
み
、
大
会
に
も
積
極
的
に
参

加
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
競
技
力
の
向
上
に

意
欲
を
有
す
る
方

④
栃
木
県
選
手
団
の
一
員
と
し
て

集
団
生
活
・
行
動
が
行
え
る
方

⑤
合
同
練
習
会
等
の
行
事
（
５
回
）

に
全
日
程
参
加
で
き
る
方

⑥
原
則
と
し
て
、
第
15
回
栃
木
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
令
和
元

年
９
月
中
止
）
に
申
込
し
た
方

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
応
募
す
る
方
を

除
く
）

○
申
込
方
法

（
１
）
障
害
者
福
祉
施
設
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
、
特
別
支
援
学
校

等
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
、
栃
木

県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
栃
木
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
所
属
先
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
２
）
在
宅
の
方
は
、
健
康
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係
へ
お
申
込
く
だ

さ
い
。

○
派
遣
人
数　

34
人
（
予
定
）

※
派
遣
選
手
数
は
、
４
月
以
降
に

主
催
者
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

※
派
遣
選
手
は
、
選
手
選
考
会
議

で
決
定
し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
派
遣
選
手
と
し
て
選
出
さ
れ
た

場
合
に
は
、
参
加
負
担
金
と
し
て

第
３
回
地
域
づ
く
り
勉
強
会

（
南
犬
飼
中
学
校
区
）の
開
催

に
つ
い
て

壬
生
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
指
導
日
の
ご
案
内

お し ら せ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

令
和
２
年
度　

第
１
回
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
！

ひ　

が　

の 

ゆ
う
こ
う

ほ
し 

の

第
20
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（
燃
ゆ
る
感
動
か
ご

し
ま
大
会
）
派
遣
選
手
の
募

集
に
つ
い
て

42



選
手
一
人
当
た
り
５

，

０
０
０
円

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
派
遣
決
定
後
、
派
遣
期
間
等
全

日
程
の
参
加
が
困
難
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
は
、
派
遣
決
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
昨
年
の
第
19
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
大
会
）
の
派
遣
決
定
者
も
申
込

可
能
で
す
。

◎
問
合
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
２
８
（
６
２
４
）
２
７
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
（
６
２
４
）
２
７
６

１　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト 

43

お し ら せ

４ 育成期間

５ 開催場所

３ 募集定員

２ 募集条件

１ 募集対象者

８ 参加費

9 締切

10 申込方法・申込先

７ 選考日時

６ 選考方法

・日本国籍を有し、壬生町に在住する小学校１年生

　～中学校３年生の児童・生徒

・クライミングシューズがあるもしくは購入予定で

　あること

・壬生町総合運動場ボルダリングルームの課題７級

　以上を３つ以上完登できること

・保護者の同意があること

・本人が積極的に楽しみながら取り組む意志がある

　こと

・安全管理上、講師の指示に従えること

各クラス（小学生クラス、中学生クラス）８名程度

（募集状況により変更あり）

2020年６月～2021年３月の10ヶ月

小学生クラス　第１、第３火曜日17時30分～19時00分

中学生クラス　第２、第４水曜日17時30分～19時00分

※講師の都合により変更する場合があります

壬生町総合運動場ボルダリングルームおよびボルダ

リングウォール施設

実技及び面接（あわせて１時間程度）※選考人数に

より変動いたします

実技は、壬生町総合運動場ボルダリングルームにて

７級以上を実施していただきます。

面接は、保護者の方及びご本人の意志を確認させて

いただきます

小学生クラス　５月12日（火）　17時30分から

　　　　　　　19時00分（受付17時15分～）

中学生クラス　５月13日（水）　17時30分から

　　　　　　　19時00分（受付17時15分～）

無料

５月６日（水）

お電話もしくは壬生町総合運動場受付窓口にて、

１．お名前　２．登録番号（施設使用者カード記載）

３．電話番号をお伝えください。

　【申込先】　壬生町スポーツ振興課　☎（82）2345

　2022年いちご一会とちぎ国体でスポーツクライミング競技会場となっている壬生町は、

スポーツクライミングの普及に取り組んでいます。この度、壬生町出身者として各種競技

会に出場して頂く子供たちを育成するため、「Sports　Climbing　Team　MIBU」の第3

期生を募集いたします。積極的なご応募をお待ちしています。

壬生町在住者としてスポーツクライミングにチャレンジしてみませんか？

【Sports Climbing Team Mibu】３期生募集【Sports Climbing Team Mibu】３期生募集
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す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
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受
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。
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双
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①
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費
か
ら
支
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さ
れ
ま
す
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費
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問
合
せ　

通
学
さ
れ
て
い
る
学
校

ま
た
は
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係　

☎
（
81
）
１
８
７
０
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５
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。
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。
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や
さ
し
い
こ
こ
ろ
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児童館からのおしらせ

　壬生町立図書館は、株式会社図書館流通センターが平成27年４月から指定管理者として管理・運営を行

ってまいりました。

子育て支援センター
ひよこからのおしらせ

　令和２年４月から引き続き指定管理者として指定を受ける

こととなり、第二期目の管理・運営が始まります。

　従来の開館日・開館時間、本の消毒機や香りで館内を爽やか

にするエア・アロマ等は継続し、さらに新しい環境を整えて参

ります。壬生町立図書館は、図書館まつりをはじめ楽しいイベ

ントを用意し、民間ならではの発想で各世代の利用者様に喜

んでいただける様努力してまいります。どうぞ引き続き図書

館に足を運んでいただき、ご利用ください。

◎問合せ　　壬生町立図書館　☎（82）8543

壬生町立図書館が指定管理二期目となりました壬生町立図書館が指定管理二期目となりました

シングルマザーアットホーム活動参加募集
○日　時　４月11日（土）　午前９時30分～正午

○場　所　保健福祉センター２階

○内　容　交流・仲間づくり・ちょっとランチ

○対　象　シングルマザーとそのご家族

○参加費　無料

○申　込　なし

○持ち物　お子様のお箸等・レジャーシート・ウ

　　　　　ェットティッシュなど

◎問合せ　

子育て支援センターひよこ　☎（82）3309

「産後の骨盤ストレッチ」参加者募集
　妊娠、出産そして日々の子育て、家事に追われ

ているママ！一息ついてご自身の身体のメンテナ

ンスをしてみませんか？整骨院の先生の施術を受

けられます。保育士や保健師がいるので、お子様

もご一緒に参加できます。

○日　時　４月27日（月）　午前10時～正午

　　　　　（受付９時50分まで）

○場　所　子育て支援センターひよこ

　　　　　（保健福祉センター内）

○対　象　産後１ヶ月～１年以内のママ

　　　　　（壬生町在住）20名

○参加費　無料

○申　込　要予約　電話可　

　　　　　定員になり次第締め切り

○持ち物　バスタオル・飲み物持参

　　　　　（動きやすい服装）

◎問合せ　

こども未来課母子保健係　　　☎（81）1887

子育て支援センター　ひよこ　☎（81）3309

はじめての児童館
　児童館をはじめて利用する親子を応援します。

○日　時　４月22日（水）  午前10時30分～11時30分

○場　所　児童館

○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイ

　　　　　ム・自由遊び

○対　象　はじめて児童館を利用する親子　　

○申　込　前日までに電話で申込み　　

◎問合せ　こども未来課・児童館

　　　　　☎（82）7388

壬生町立図書館が指定管理二期目となりました壬生町立図書館が指定管理二期目となりました



お し ら せ

図 書 館 か ら の お し ら せ図 書 館 か ら の お し ら せ

○移動図書館（BM）５月の日程

○移動図書館（BM）４月の日程

藤井小学校

睦小学校

壬生東小学校

壬生北小学校

13：00～14：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～14：00

15日（水）

16日（木）

17日（金）

21日（火）

羽生田小学校

稲葉小学校

安塚小学校

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～15：00

23日（木）

24日（金）

28日（火）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0022日（水）

○日　時　４月23日（木）～５月12日（火）

○場　所　図書館

○内　容　今年の標語は「出会えたね。とびっき

　　　　　りの１冊に。」です。図書館の読書週

　　　　　間イベントに参加すると、新しい本や

　　　　　発見に出会えるかも？！ご参加お待ち

　　　　　しています。

図書館キャラクター：ミブラ

「こどもの読書週間」イベント開催！

うきうき、そわそわ、わいわいする春の楽しいお

はなし会です！

○日　時　４月18日（土）

　　　　　午後２時～ ２時４５分

○場　所　図書館 ２階 児童室 

○内　容　大型絵本『でんしゃにのって』

　　　　　絵本『はるはゆらゆら』

　　　　　おりがみ工作　他　

○申　込　申込は必要ありません。当日、直接ご

　　　　　来館ください。　

《共通事項》

◎問合せ　壬生町立図書館　☎（82）8543

春のおはなし会「春がきた」

※なお、天候や行事の都合により上記日程、時間が

　変更になることがありますので、ご了承ください。

※移動図書館「おもちゃのまち」は、現在「おもち

　ゃ団地協同組合北側駐車場」で実施しています。

　ご注意ください。

図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ども

向けの読み聞かせを開催しております。「こどもの

読書週間」にちなみ、４月25日（土）～５月30日（土）

に開催するおはなし会は、シール2倍プレゼントです!

・おはなしひろば

　４月４日（土）・11日（土）・25日（土）

　５月２日（土）・９日（土）・16日（土）・23日（土）・

　30日（土）　14：00～14：45

※４月18日（土）は「春のおはなし会」を14：00から

　開催します。

・親子おはなし会

（３･４･５才向け）  

　４月11日（土）・５月９日（土）　11：00～11：30

（０･１･２才向け）  

　４月16日（木）・５月21日（木）　11：00～11：30

《共通事項》

○場　所　図書館２階 児童室

◎問合せ　壬生町立図書館　☎（82）8543

おはなし会４・５月の日程

藤井小学校

睦小学校

13：00～14：00

13：00～15：00

13日（水）

14日（木）

稲葉小学校

壬生北小学校

安塚小学校

羽生田小学校

壬生東小学校

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～15：00

13：00～14：00

13：00～15：00

22日（金）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

29日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0021日（木）

○日　時　①４月22日（水）　

　　　　　②４月24日（金）

　　　　　午前10 時～正午

　　　　　（※両日とも同じ作品を作ります）

○場　所　図書館 ２階 会議室

○内　容　５月節句のつるし飾りを作ります。ぜ

　　　　　ひ、ご参加ください。

○対　象　一般の方（各回とも先着20名）

○参加費　無料

○申　込　 ４月１日（水）から申込開始

○持ち物　ご持参いただくものは特にありません

◎問合せ　図書館読書ボランティア「おはなしア

　　　　　ライグマ」緑川和子　

　　　　　☎090（6154）0118

「大人の折り紙教室」のお知らせ
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※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

19：00～22：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）、外科　９：00～21：00

内　科　９：00～21：00
外　科　９：00～17：00
小児科　18：00～21：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎22－8699

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談

　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。
〔大　人〕月曜日～金曜日　　　　18：00～22：00

　　　　　土曜日・日曜日・祝日　16：00～22：00

　　　　　☎028-623-3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　18：00～翌朝８：00

　　　　　日曜日・祝　日　24時間

　　　　　☎028-600-0099　プッシュ回線＃8000

夜 間 ・ 休 日 の 診 療 機 関

４月５日

４月12日

４月19日

４月26日

４月29日

５月３日

５月４日

５月５日

５月６日

安 塚 二

上 通 町

城 内

福 和 田

落 合

六 美 北

緑 町 三

おもちゃのまち

落 合

☎86-0011

☎82-0057

☎82-0242

☎82-8522

☎82-7576

☎82-7877

☎86-3966

☎86-6624

☎81-0880

島 田 医 院

小 倉 医 院

陣 内 医 院

大 橋 内 科 ク リ ニ ッ ク

か と う 小 児 科

石田消化器科・内科クリニック

グ リ ー ン ク リ ニ ッ ク

福井セントラルクリニック

大 久 保 ク リ ニ ッ ク

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00

電話番号自治会名病　　院　　名日　付

壬生町防災行政無線システムについて

総務課　消防防災係　☎８１ー１８０８壬生町防災行政無線に関するお問合せは

役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携帯

電話やパソコンなどにメールで配信します。

事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録方

法は、携帯電話・パソコンなどから下記ＱＲコードやＵＲ

Ｌへアクセスしてください。

・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・ＱＲコード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

「放送されていることに途中で気付いた」「風

が強くて放送内容がよく聞こえなかった」とい

う場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞

くことができます。

広報みぶ４月号掲載のイベント等情報について
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新型コロナウイルスの関係で掲載後に中止、延期と
なる場合があります。イベントの開催の有無につい
ては、各担当課にお問合せください。

壬生町の公式LINEでも、随時、情報を発信
していますので、ご登録をお願いします。

壬生町公式ウェブサイトにも最新の
情報を掲載しています。
http://www.town.mibu.tochigi.jp/

［注意］ 広報みぶ４月号掲載のイベント等情報について



４月16日～５月15日

納期限　４月30日（木）

●固定資産税…………………（１期及び全期）

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

４月の
納税等

４月

５月

1

3

5

6

7

8

9

10

土

月

水

木

金

土

金

12

13

14

15

ハイハイレース（10：30～子育て支援センターひよこ）
乳幼児健診（１歳６か月）(13：00～保健福祉センター） 

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～南犬飼出張所入口東側自転
車置場）

べビーチャピー（９：30～　子育て支援センターひよこ） 
児童館未就園児親子教室抽選結果発表（４月25日まで）（10：00～児童館） 

チャピー（９：30～　子育て支援センターひよこ） 

ベビーチャピー合同（９：00～　子育て支援センターつばめ）

シングルマザーアットホーム活動（９：30～子育て支援センターひよこ） 

おっぱい相談　（10：00～保健福祉センター） 
地域支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館） 

もぐもぐごっくん（離乳食）教室（10：00～　保健福祉センター） 
ハイハイレース　（14：30～　子育て支援センターひよこ）
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19
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22
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土

月

火

木

26

金

水

木

金

木

金

27

4

日

21

2

火

月

水

日

火

18

25

11

日

土

月

火

日

28

29

30

こども おとな

ベビーマッサージ（14：30～　子育て支援センターひよこ） 

乳幼児健診（３歳児）（13：00～　保健福祉センター）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（10：00～　児童館）

乳幼児健診（４か月児）（13：15～　保健福祉センター） 
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（10：00～　児童館）

乳幼児健診（10か月児）（13：15～　保健福祉センター） 
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（10：00～　児童館）

ベビーマッサージ（10：30～　子育て支援センターひよこ）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（10：00～　児童館） 

シルバー人材センター新規会員の入会説明会（13：30～壬生町シルバ
ーワークプラザ　研修室） 
水道メーター検針（５/１～５/10）

人権・行政相談（13：30～　保健福祉センター） 

４月の納税等　納期限　

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～役場本庁舎駐車場北西側車庫）

47

産後の骨盤ストレッチ教室（10：00～　子育て支援センターひよこ） 

水

木

イベントの開催状況については，町の公式WEBサイトを
確認するか，各担当課にお問い合わせください。
イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。
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環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292  栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　編集／総務部総合政策課情報広報係
　　　　電話0282-81-1814  FAX0282-82-8262　町公式ウェブサイト http://www.town.mibu.tochigi.jp

【まちのうごき】●総人口 39,260人（－48）　男 19,495人（－20）　女 19,765人（－28）　●総世帯 16,063（＋20）  （　）内は前月比　令和元年度２月末現在

原付バイクの
ご当地ナンバー
プレートができました
　令和２年４月１日（水）から壬生のご当地ナンバーを先着順、数量限定で

交付いたします。

　壬生町特別広報官の「壬生むつみ」と全国的にも珍しい地名であり駅名に

もなっている「おもちゃのまち」をテーマにした、とてもかわいらしいナンバ

ープレートになっていますので、おもちゃが好きな方も！地元愛あふれる方も！

ぜひこのナンバーとともに、壬生町のいいところを全国に広めてください！

　交付車種は原動機付自転車の50cc以下の白色、90cc以下の黄色、125cc

以下の桃色の３種類になります。

　ご当地ナンバーの交付は役場本庁の住民課にて行います。

　※出張所では交付できません。

　現在ご使用の無地のナンバープレートも、１台につき１回に限り、無料

で交換できますので、申請をお待ちしております。

◎問合せ　税務課諸税係　☎（81）1879

いけ  だ  るい

池田類くん
（H28.4.23生）

りょう

遼くん
（H25.9.17生）

うちかわはるか

内川悠楓ちゃん
（H27.4.11生）（上通町）

きくちしゅんぺい

菊地駿平くん
（H24.4.3生）

きょうへい

恭平くん
（R1.5.27生）

（六美町中央）

はしもとのの  か

橋本和花ちゃん
（H24.4.26生）（安塚中央）

なかざとたい  き

中里成希くん
（H31.4.21生）（若草）

くめかわ の　の　か

粂川希々花ちゃん
（H30.4.3生）（助谷）

こんどう  な  おん

近藤那音ちゃん
（H26.4.10生）（万町）

（安塚三）

90CC以下

50CC以下

125CC以下

 ん の 場み な 広わが家のアイドル

次回は６月生まれのアイドルを募集します。
【締　　切】４月21日（火）
【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分かる
　　　　　　ように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル送信フォーム
　　　　　　http://www.town.mibu.tochigi.jp/idol/　から申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、子育て支援
　　　　　　センターでも受付けています。
【申 込 先】壬生町総務部総合政策課情報広報係
　　　　　　〒321－0292　壬生町通町12－22
　　　　　　Eメールアドレスsougo@town.mibu.tochigi.jp
【備　　考】写真は掲載後、原則お返しできませんのでご了承ください。また、
　　　　　　町子育てサイトのトップページにもお写真を掲載いたします。

―お詫びと訂正―　■広報みぶ３月号27ページ「国民年金保険料には前納割引があります！」の記事にて、「保険料の前納を希望する方は、４月中旬までに」と記載があり
　　　　　　　　　　ましたが、正しくは「４月10日までに」でした。お詫びして訂正いたします。

　　　　　　　　　　■広報みぶ３月号35ページ「栃木県交通安全協会にて優良運転者の申請を受け付けます」の記事にて、「手数料630円」と記載がありましたが、正しくは　

　　　　　　　　　　「670円」でした。お詫びして訂正いたします。

新庁舎建設事業のための寄附をいただきました
有限会社 とちぎや 様 ……………  32,035円

寄
附

　新庁舎建設のための寄附の取組みについて、三水プラント株

式会社様より、地域貢献活動の一環として200万円のご寄附を

いただきました。代表取締役社長の三上様より「壬生町のさら

なる発展を祈念し、町民に親しまれる庁舎建設に活用していた

だければと思います。」とのお言葉をいただきました。
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	2004／07まちトピ
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